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【序】　
オランダ語中級ゼミの成果として、オランダ人メイ
リンク・ルーロフス編による論集
D
E
 VO
C
 IN
 AZIË , 
Bussum
, U
nieboek, 1976
より、ジョン・Ｅ・ウィルス
jr.
による論文の翻訳を掲載する。　
著者ウィルス
jr.は中国と東インド会社の関係について
研究している米国人であり、主著として
Pepper, G
uns 
and Parleys; the D
utch E
ast India C
om
pany and C
hina, 
1662-1681
がある。本論は、一六〇三年に東インド会社
が設立される以前から一七九四年の同会社に 中国への最後の使節団の派遣までを簡潔に描いている。多岐にわたる史料を用い、かつオランダや米国 の研究の成果を着実
に踏まえており、中国における東インド会社の活動の位置づけを知る上でも重要な研究である。　
現在の日本においてはこの時期の東シナ海における日・
中・蘭・西・葡間の関係の研究は充実してきたが、本論が書かれた一九七〇年代に いては、こうした研究は始められたばかりであった。本論はそ 段階における同分野のオランダにおける研究を代表する論文として、永積洋子『近世初期の外交』 （創文社、一九九三年）においても高く評価されている。　
なお、論集全体についての解題、オランダ語中級ゼミに
て本論を翻訳した経緯については、論文翻訳の後に掲載した。ご参照いただきたい。【凡例】一、訳文は原文に忠実であるよう 努め、逐語訳に近い文
体とした。
一、翻訳にあたり、原文中に（
　
）および引用符を以て示
してある部分は、訳文中においてそれぞれ（
　
）およ
び「
　
」を付して記した。また、訳者が補足した字句
には〔
　
〕を付した。
一、訳文中の人名や役職名、地名などの固有名詞は漢字や
カタカナを以て示し、人名 全員、役職名や地名は訳
論文翻訳ジョン・Ｅ・ウィルス
jr.　著
一七世紀および一八世紀の中国・台湾・バタヴィアにおける東インド会社と中国人
荒野泰典研究室
　　　　　
オランダ語中級ゼミ
－  222  －－  223  －
ジョン・Ｅ・ウィルス
jr.　著
　
一七世紀および一八世紀の中国・台湾・バタヴィアにおける東インド会社と中国人（蘭ゼミ）
者において必要と認めた場合には〈
　
〉を以て原綴を
付けた。
一、原文中の注は訳文中では算用数字を用いて示してある。
これに対し、注記を必要とする場合は訳注としてまとめて本論文翻訳の後に付し、訳文中の該当箇所にローマ数字を以て記
一、原文中の注・参考文献については、訳文中では原綴
のまま記し、その後に日本語翻訳版が刊行されている文献あるいは中国史・東南アジア史研究者の間で日本語訳が定着している文献 は、 〔 『
　
』 〕および〔 「
　
」 〕
にて示し、日本語翻訳のないものには、 〔
　
〕にて仮
訳を付した。
【目次】最初の時期澎湖諸島
 
台湾期待と誤解、一六六二～一六九〇年バタヴィアの中国人カントンシステムの中のオランダ人最後の使節団
注参考文献訳注付図　
付図１「中国地図（福州・北京間の使節団ルート） 」
　
付図２「東インド会社関係地図」
解題翻訳の経緯【翻訳】最初の時期　
もし、私たちがもっぱら彼らの基本的な価値や観念に注
目するならば、一七世紀および一八世紀の中国人とオランダ人は、世界で最もありそうにない友人たちであるに違いない。一方の民族は貿易を営むことが寄生的であると見なされる公式見解に固執し もう一方の民族はそれで生活し、自ら誇りに思っていた。 方の国は巨大な官僚制を通して天子によって支配され、もう一方 国は彼らの支配者に対する反乱を成功させて成立 世襲 総督に限られた権力のみを認めた。後期儒教の複雑で世俗的な道徳主義に
－  223  －
史苑（第七三巻第一号）
対し、やむことのないカルヴァン派的な贖罪に対する熱狂がある。豪華で多様性に富む中国の寺院に対して、偶像のないカルヴァン派教会 質素な空間がある。　
ここでいくらかの留保といくらかのより詳しい説明をし
ておくのがよいだろう。中国 公式見解は、中国の住民の幅広い階層で高度に発達した商魂を抑圧したり、隠したりすることはできなかった。オランダ人がかかわった 人のほんのわずかな者のみが した儒教 知識人であり、関係したオランダ人 多くはせいぜい無関心 カルヴァン主義者であった。さらに私たちはこの種の関係 理解するために、価値や立場よりも社会構造、貿易実務、個人的互いの関係などに注意を向ける必要がある。これらすべての要素は中国人とオランダ人との間 起こった争 の原因となったが、他方では、貿易、協力、友情とわずかな相互理解さえも可能にし
た（１）
。
　
我が国で海域アジアについて語った最初のオランダ人は
中国に行った経験があり、その国が世界のその部分 はきわめて重要な地位に ることを知っていた。ディルク・ヘリッツ〔ゾーン〕 ・ポンプ〈
D
irck G
erritsz. Pom
p 〉 、別
名「ディルク・シナ」 〈
D
irck China 〉  にとって、それは、
「黄金、宝石、あらゆる種類の絹が豊富で、考えられる限り地上で最も富んだ 」であった。中国人は 「すべて
ものをきわめて繊細に、そして正確に作ることのできる賢い人々」であっ
た（２）
。中国に一度も行ったことのないヤン・
ヒュイヘン・ファン・リンスホーテン〈
Jan H
uygen van 
Linschoten
〉は、 それに、 より細々した説明を付け加えた。
「その国は多くの美しい大学、学舎、すなわち学
校（ｉ）
を有し
ていた。中国では、何人も出身もしくは出自、富ではなく、学歴および学識によってのみ尊敬し、敬われ
る（３）
。 」
　
中国の手工業者、商人はバンテン〈
Bantam
〉やその他
の多くの南東アジアの
港（ⅱ）
の繁栄に大きく貢献していた。ス
ペインやポルトガルの国にとって、アジアでは中国との貿易は非常に重要であった。一五九九年 旅行計画にすでに中国の名前があげられていることは驚くに値しない。への最初の旅は、東インド会
社（ⅲ）
の前身の一つである旧会社
〈
O
ude Com
panie 〉 のためにヤコブ・ファン・ネック 〈
Jacob 
van N
eck
〉が一六〇一年に行っ
た（４）
。
　
しかし、その旅の始まりは偶然的でしかも悲劇的なもの
であった。ファン・ネック 強風 ため、パタニ〈
Patani 〉
へ行く旅の途中で北方に流された時、彼の二隻 船は、いたことに、マカオ〈
M
acao 〉の「すべてスペイン風に
作られた」大都市の眺望の いたので る。何人かが陸に派遣された。彼らが帰ってこない で、ファン・ネックは船を岸壁の下にもっと近付けるため、水路 深さを測る
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小艇を送った。しかし、小艇は五隻のポルトガルのジャンク船に捕えられてしまった。そこで、オランダ人は秋の嵐の中、危険な未知の海に漕ぎ出した。手紙をマカオに運んでくれそうな中国のジャンク船さえも見つけることができず、捕らわれた者たちを解放するために他に何の手段も考えつかなかったため、彼 は進路をパタニに向けた。　
後に残された二〇名の捕虜のうち一七名はポルトガル人
によって処刑された。三名はマラッカ〈
M
alakka 〉に送
られ、結局、その中 一名がオランダに帰着することができ、自分の経験を公表し 一六〇三年に、新 い東インド会社（連合東インド会社）の最初の船団のうちの二隻がマカオ付近で巨大なポルトガル船を拿 することによって、このことの復讐がなされた。 の船 積み荷は、一四〇万グルデン以上 価値があっ　
一五九五年から一六〇五年まで、南東シナ〈
Zuidoost-
China 〉の商業都市には、皇帝の宮廷の代理人として、税
収と自分たちの新しい揺すりの源を求める宦官がしばしば訪れた。外国貿易はそのような利益をもたらすことができたであろうから、宦官は、中国 外国貿易の官僚的組織の中に確固とした地位を有していないオランダ人のような外国人との貿易について、一般の役人以上に特別な規則を適用しがち っ 。ある中国の史料は、さる宦官が
一六〇一年にオランダ人捕虜を尋問したことに言及している。しかし、宦官との交渉はきわめて不安定な仕事であった。というのは、賄賂が無駄になることがあり、宦官はしばしば自分の属する行政組織、商人、そして一般の人々からの激しい抵抗に遭ったためである。当然、これらすべてのことをヴェイブラント・ファン・ヴァールヴェイク〈
W
ijbrand van W
aerw
ijck
〉は知らなかった。彼が
一六〇四年にパタニで、オランダと中国の間の貿易関係を構築するための最初の真剣な試みについて計画を立てていた時には。　
パタニではファン・ヴァールヴェイクが三名の中国人を
雇った。彼ら ヴァールヴェイクに対 、も オランダ人が役人たちに対 贈り物として十分 資金を準備するならば、オランダ人が中国で貿易を行う許可が出るだろうと保証した。彼らは、福建省〈
de provin
cie F
u
kien
〉の海
関の役人であった宦官の高寀〈
K
ao Ts’ai  カオ・ツァイ〉
のことを考えてい ようである。八月、オランダ人は福建の海岸と台湾〈
T
aiw
an
〉の間にある群島である澎湖諸
島（ⅳ）
〈
de Pescadores 〉に到達した。多くの使者が往来した後、
一〇月に宦官の信頼する使者がオランダ人に対し、宦官のもとにオランダ人の使者が派遣されるべきこと、さらに貿易を行うため 許可を得るには少なくとも四万から五万レ
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アルの費用がかかることを通告した。これらの法外な要求にもかかわらず、オランダ人は使者を派遣できるという希望を抱いた。しかし、オランダ人がそうする前に一人の中国人将官が五〇隻の戦闘用ジャンク船からなる艦隊を率いて来航し、中国の領土に属している澎湖諸島から退去し、中国に属していない台湾へ行くよう要求した。彼が言うところによれば、中国商人は貿易を行うため確実に台湾へ行くであろうとのことだった。オランダ人が同地に適当な港を見つけることができなかっ 時、将官 らは出航 命じられ、そして、ある商 からは、商人たち パタニへ貿易に行くと約束す ので、オランダ人はパタニへ引き返すようにと強要された。オランダ は、パタニか 連れてきた中国人の仲介者のうちの何人かを中国の監獄に残した。少なくとも彼らのうちの一人は、オランダ人 澎湖諸島を占領することを支援したかど 死刑を宣告された。オランダ人は、ポルトガル人 影響力と資金力が自らの失敗に関係していたと聞いた。 それは本当の とだったかもしれないしかし、貿易を許可する い 先例がなかったという事実だけでも、中国の官僚 ちが警戒するには十分であった。オランダ人がかつて許可なく中国 領土 上陸し 宦官や海外在住の中国人らと画策し 時、彼 のチャンス 失われた。中国人は、台湾にオランダの港を置 い 常識的
な解決策を提案した。しかし、オランダ人は二〇年間の欲求不満と衝突の後にようやくそれを受け入れることとなった。　
一六〇七年、コルネリス・マーテリーフ〈
Cornelis 
M
atelieff 〉指揮下の三隻の船が、再び広
州（ⅴ）
〈
K
anton
〉周
辺地域で貿易を行う許可を得ようとした。しかし、彼らは長い遅滞や困難と闘うこ となった。六隻のポルトガル船が脅迫的な態度を取り始めると、彼らは退却した。東インド会社はそれに続く一五年を主として香料諸島〈
de 
Specerij-Eilanden
〉とジャワ〈
Java 〉における彼らの立
場の強化にあてた。南東アジアの港において、中国の品物を手に入れるための努力は多くの成果を生ま かった。一つには、これらの商品を供給した中国商人たちが 胡椒や他の熱帯の産物の供給をめぐってオランダ人との激しい競争に巻き込まれていたからである。さらに重要な は、中国商人たちが、彼ら 商品のためのより豊かな取引市場をもっていたことである。それは自国により近い、スペインの港マニラであった。澎湖諸島
 
　
一六一九年にバタヴィア〈
Batavia 〉が建設され、香料
諸島におけるオランダ支配が確立した後、ヤン・ピーテル
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ス〔ゾーン〕 ・クーン〈
Jan Pietersz. Coen
〉は、彼の途
方もないエネルギーと意志の力をその他の地域におけるオランダ勢力の拡大に向けることができた。マカオとマニラを、またこれら 地における中国貿易を攻撃することによって、極東における敵の力は徐々に弱まっていき、中国貿易を部分的にバタヴィア 向けることができるはずである。一六一九年から一六二一年までのオランダによるマニラ封鎖で、数隻の中国ジャンク船が捕獲された。また、おそらく脅しがきいた船も何隻かはあっただろうが、多くの船は封鎖を通り抜けることができた。この長びく作戦よりオランダがは かに好んだのは一度の向こう見ずな攻撃であった。もし、 この攻撃が成功したなら、 極東 お ヨーロッパの軍事的、商業的勢力の均衡を大きく変えたことであろう。一六二二年六月二四日、約八〇〇名か な オランダ軍の兵団が一三隻の船からマカオ付近の海岸に上陸した。オランダ人の進軍 、偶然命中した弾が火薬樽の一つを爆破した後でさえも、順調であった。疲れが出始め、ポルトガルの集中砲火にさらされるようになるまでは。彼が船に退却しようとした時、ポルトガル人と大勢 酔っぱらった黒人奴隷たちが「サンチアゴ！」と叫び ら、彼らを追いかけた。そ て、最初は秩序正しく行われていたオランダ人の退却は、秩序のない だ 逃亡になってし
まった。オランダ人水夫たちは、パニックになった群衆のせいで転覆するのではないかという不安から、深い海にボートを漕ぎ出した。その結果、多くの者が溺死した。オランダ人は少なくとも一三六名を失い、約一三〇名が負傷した。ポル ガル人は中国人に彼らの軍事力 忘れがたい実例を見せつけたが、他方、オランダ人はその地域における彼らの攻撃的な志向を明白に示した であ
る（５）
。
　
オランダの艦隊は、 マカオで何が起ころうと航行を続け、
澎湖諸島ない 台湾に強固な拠点を設立 、そこ らマニラにおける中国貿易を妨害するように の命令を受けてた。中国当局との交渉は、なるべく早く始められなければならなかった。そしてオランダ人は、澎湖諸島ないし台湾で貿易を行うことが中国人に許可されるよう要求 なければなら かった。さらに彼らは、中国当局が中国の商人に対して東インド会社の許可証 しで航海す こと 禁ずることを要求し ければならなかった。これらの許可証はもっぱらバタヴィアへの航海のために発行される。初期にはシャムやカンボジアへの航海のためにも発行されることもありうる。も 、中国当局が拒んだり決定を延期しようとするならば、中国の船舶は攻撃され、中国沿岸部は可能な限り封鎖され そ 、拿捕され ジャンク船の船員は、 強制労働者としてジャワ いし香料諸島へ連行される。
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この地域のオランダの司令官は、中立の船舶や中立地域を攻撃することは、中国人にオランダ人が非人間的で残忍であるとの確信を強める結果をもたらすだけである、という考えにすぐに至った。中国という国家は、南東アジアのいくつかの小さな沿岸国 ように侮辱され、脅されるべきではなかった。しかしながら、これらすべてのことは、特にバタヴィアでは全く忘れられていた。そこでは職員の思考パターンが南東アジアで適用された戦略やそこで得られた経験に支配されていたからであ 。中国人 は貿易を無理強いできるという意見は、一六六五年頃まで繰り返し表明された。　
一六二二年七月、オランダ艦隊は澎湖諸島に到達した。
短い偵察行の後、台湾の海岸には適した港が いことが判明したので、司令官たちは澎湖諸島に要塞を築く を決めた。次 で八月に、オランダの要望を福建の当局に知せるため、一隻の船が厦門〈
Am
oy 〉地域に送られた。九
月二九日に、福建 巡撫である商周祚〈
Shang Chou-tso
　
シャン・チョウ・ツォ〉の回答を下級官吏らが澎湖諸島
にもたらした。彼らは、澎湖諸島は中国の領土であり、オランダ人はそこに滞在 てはならな と述べた。商の書簡には、他の場所で貿易するため 許可 ついては全く言及されていなかった。オランダ人が戦争につ て話し始める
と、使者は、台湾の淡水〈
Tam
sui 〉に貿易拠点を設立す
る許可が得られるかもしれないと試しに提案した。 しかし、これはオランダ人の意に沿うものではなく、彼らは一〇月二日、戦争を始めることを決定した。オランダ人は一〇月と一一月に居住地で略奪を行い、厦門 入り江に停泊していたジャンク船を燃やした。一二月、まだその地域 駐留していたオランダ船隊の司令官は、艦隊が彼らを攻撃するために装備されたとの知らせを受けた。しか 、彼は同時に、オランダ人が澎湖諸島を去って他 場所に行く らオランダ人と貿易をする め ジャンク船を送るであろうとの商周祚の書簡を受け取っ
た（６）
。
　
一六二二年末までに、澎湖諸島における司令官である
コルネリス・レイエルセン〈
Cornelis Reijersen
〉は、オ
ランダ人の略奪は中国になんら重大な損害を与えておず、中国人に貿易を強制することはできないという認識に至った。他方、商周祚 、オランダ人に台湾で貿易 行う許可を与えること よって、中国人の船団や軍隊を澎湖諸島に投入させることなく、オランダ人を同地から退去させることができると考えた。そこで、レイ 商と一六二三年初めに福州〈
Foochow
〉で会談し、速やかに
合意に達した。 〔合意の内容は〕一人の官吏が澎湖諸島へ派遣され、その立会いのもとに要塞 象徴的なとりこわし
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が開始される。この「とりこわし」は、中国商人が台湾でオランダ人と貿易を行う許可を与えること、および、オランダ人 適した港を探す を助けるため中国人の水先案内人を使わせるように、との上奏と もに、北京〈
P
ekin
g 〉
に報告される。オランダ人は、他の港が見つかるまで澎湖諸島にとどまることを許されるであろうが、それ以上は許されない〔というものであった〕 バタヴィアのオランダ当局にこの合意 承認させるため 直ちに中国の使節団がそこに派遣されることになってい 。商の統治下にあ 省から中国人が台湾 来て貿易を行うこ を禁止 る 商は約束したかもし が、そ についての十分な証拠はない。　
ともかく、一六二三年六月に商もレイエルセンも、彼ら
の上奏がそれぞれの上司 よって拒絶 た い こと聞いた。北京の宮廷はオランダ人と台湾で貿易を行う 可を中国商人に与えるという提案を断り、商がその提案を行ったと うことを理由に、彼をその職から解任した 北京は、おそらく厦門地域における 人 襲撃 黙認する用意がなかったであろうし、こと よると澎湖諸島におけるとりこわしが見せかけであったという事実も通じていた。おそらく、北京はオランダ船による広東〈K
w
angtung 〉沿岸の攻撃の通報も受けていたであろう。
この船はヴィレム・エイスブランツ〔ゾーン〕 ・ボンテクー〈W
illem
 IJsbrantsz. Bontekoe 〉の指揮下にあっ
た（７）
。
　
ボンテクーとその仲間はレイエルセンと中国当局の間の
合意に関する中国の報告を信じようとせず、中国航路での攻撃を続けた。しばらく後で、彼らは、二五〇名を乗船させ、豊富に荷物を積んでマニラに向かっていたジャンク船を拿捕した。レイエルセンもまた六月にバタヴィアの当局から書簡を受け取った。そ 書簡は他の場所で貿易をするという中国との約束と引き換えに、澎湖諸島を明け渡してはならないと命じ、中国人がオランダ 要求 同意しな場合には、より強硬な行動に移るよう勧告していた。そのすぐ後で、マニラに向かう途中のジャンク を奪うことを目的として、広東と福建の間の境界地域 巡航する め四隻の船が澎湖諸島 出発した。八月に受け取られたその後の指令では、バタヴィアの当局はまず最初に中国商人が貿易を行うために来る 条件で 澎湖諸島 引き払う用意があったようである。モンスーン 風向きの変化によって足止めされた中国からの使者は一六二三年一二月にようやくバタヴィアに到着 たが オランダ人 要求を緩和する状況ではなかった。彼らがより早く到着したとしても、彼らが交渉の中断を避けるために大いに寄与したということはおそらくないだろう。
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今や双方は軍事的な準備を進めた。オランダ人は澎湖諸
島に防衛施設を建設するため中国人捕虜を働かせ始めた。生き残った者は後にバタヴィアに輸送され、そこで、主な中国人居住民に割り当てられた。　
中国当局はジャンク船の建造と沿岸防衛の強化を進め
た。彼らは澎湖諸島への食糧および必需品の供給を断つため海外への渡航数を減らした。このことは中国人の意図に対するオランダ人の疑念を増した。オランダ人が澎湖諸島における防衛施設の作業 再開 ことはオランダ人に対する中国人の不信を増大させた。六月に、一人の中国人使者が、表向きは、交渉再開を試みる めに澎湖諸島に渡ってきた。しかし、この使節は、オランダの注意をそらし、オランダの立場の強さを調べる意味あいの方が強かったに違いない。レイエルセン 八月に厦門地域 訪問 が、中国当局が、澎湖諸島からの立ち退きとすべて 中国人捕虜の解放を貿易関係の話し合い 条件とすることに固執続けていることに気が付いた。彼らはこの場合、明らかにバタヴィアにおける中国貿易を考えており、台湾におけるものではなかった。この失望にもか わ ず、オランダは一〇月になお使節団 厦門に送った。 かし 彼ら 船は、 全く予期しなかったことに焼き討ち船 攻撃 受けた。今や、それ以上の交渉は不可能だった。だが、オランダ人
は海岸沿いに敵対行為を始めるにしてはわずかな人員と船舶しか割くことができなかった。一六二四年一月、二隻の船が澎湖諸島から派遣された。彼らは厦門南方の沿岸に、いくばくかの損害を与え、何人 を捕虜にした。　
一六二四年二月、澎湖諸島の北方に四〇～五〇隻の戦闘
用ジャンク船からなる中国艦隊が視認され、七月になる頃には北方の諸島 中国軍に占領された。七月三〇日 は中国兵団が攻撃し、オランダの要塞があった狭い半島を除いて、本島全体を征服した。オランダ人は今や水を断たれ、しかも、少なくとも五〇〇〇人 いた中国人の兵力に比べて彼らは九〇〇人しかいなかった。ちょうど澎湖諸島に到着したオランダの新司令官マルティヌス・ソンク〈
M
arti-
nus Sonck
〉は撤退について交渉し始めた。中国人司令官
から、オランダ人が澎湖諸島から去るなら、中国商 台湾でオランダ人と貿易すること 許されるだろうとい 確約を得た後に、オランダ人は要塞を壊し始めた。そ 年の末ごろ、彼らは全面的に台湾に退却した。中国皇帝の政府が、台湾においてオランダ人と貿易するための正式 許可を一度でも与えたということはほぼありえ いようであるが、省当局はそのために必要な正式の証明書を発行 、時には関税まで課したようである。
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台湾　
台湾への退却は平和的な貿易の発展の時期につながるは
ずだった。しかし、そのためには、オランダ人は日本人ときわめて注意深く事を進めることが要求され、また、中国沿岸部の政治的、商業的状況を支配できず、多大な影響力を行使することもできないことを甘受しなければならなかった。台湾 オランダ人司令官は、最初の数年間はそのような慎重な政策を ることが全くできなかった。　
一六二八年に任務に就いた若くて未熟な長官ピーテル・
ヌイツ〈
Pieter N
uyts 〉は、彼の命をほとんど尽きさせ、
台湾と日本におけるオランダ貿易をほぼ断絶させた日本人との争いの責を負わされた。実 言うと 日本人と中国人がオランダ人の到来以前にそこで貿易をしていたという事実にも関わらず、一六二五年、一六二六年、一六二七年に日本人により へ運ばれた積み荷に関税 かけようとたオランダの試みにより非常 危険 なっていた状況を、彼は悪化させただけなのである。一六二八年、ヌイツはいくつかの点で事態を改善し うとしたが、一方で、彼はすべての日本のジャンク船の武器を取り上げて、彼らが出航したいと望んだ時にそれ 拒否 た。その め 日本人はヌイツの家を取り囲み、彼らを出航させること、彼らに人質を同行させること、さらなる要求に従うこ についてオ
ランダ評議会が同意するまで、彼と彼の息子を人質にとった。日本の当局は、 この衝突に激怒した で平戸〈
H
irado 〉
にいたオランダ人を逮捕した。彼らとの貿易を停止し、オランダ人が台湾から退去することを要求した。 一六三〇年、彼らは取り決めをしたいと知らせてきたが 貿易が完全に復旧されたのは、一六三二年に当局に引き渡して刑期を勤めさせるためにヌイツが日本に送られた後 こと あった。一六三二～一六三三年には、日本人は台湾へ 航することを禁止され、一六三六年になる頃に すべ の日本の海上貿易が禁
止（ⅵ）
され
た（８）
。
　
中国人との問題は解決するのがより難しかった。彼らと
友好的関係を保てず、安全な貿易を行えなければ、台湾のオランダの拠点はほとんど存在し得なかった。福建沿岸は二〇〇キロ以内の所にあり 同地で起き あらゆる重要な政治的変化が台湾に影響 及ぼした。 七世紀の二〇年代には、明朝の長期にわたる衰退は ついに 国のいくつもの地域における公然とした戦争状態をも 。こうした混乱の中 福建沿岸で名を挙げ 最も重要な軍人が、オランダ人には一官〈
Iquan
〉 、あるいはニコラス一官とい
う名で知られていた鄭芝龍〈
Cheng Chih-lung 〉という人
物だった。彼は、澎湖諸島からのオランダ人の退去をめぐる交渉にいくばくか 役割を果たし、通訳や援軍の指揮官
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として東インド会社のために働き、ついで、平戸（日本）で中国人の「カピテン」が死去して以後、その勢力の大部分を引き継いだ。鄭芝龍とその子孫は、八〇年代の初めまで台湾海峡におけるオランダ人の最も重要な貿易相手であり、後に最も重要な敵対勢力となっ
た（ⅶ）
。
　
一六二七年、オランダ人は鄭芝龍との戦いにあたり、明
の艦隊と同盟しよう 試みたが、何も達成することはできなかった。一六二八年に鄭が不安定な支配を確立することに成功すると、オランダ人は鄭に不安定かつ疑い深く接近するようになった。しかし、オランダ人は、全ての商人が鄭と貿易するために来るのを鄭が認め かったこ に抗議し、 今後は商人がオランダ人と貿易するのを妨げないこと、および、毎年大量の絹をオランダ人に売ることに同意するまで、鄭をオランダのヤハト
船（ⅷ）
に閉じ込めた。その後、鄭
はオランダ人を誰一人信用しなかった あろ 。しかし彼は、 一六二九年と一六三〇年に彼の敵に対する支援を求め、それを得た。オランダ人は鄭とそ 一派の貿易独占に抗議し続け、一六三三年に彼の艦隊を攻撃し しかし彼らは金門島〈
Q
uem
oy 〉付近の大戦で敗北した。一六三六年以
降、鄭とオランダ人は再び平和的な 関係を結ん
だ（９）
。
　
現在、 台北〈
Taipei 〉から「ゼーランディア城」 〈
Casteel 
Zeelandia 〉があった場所であるタイオワ
ン（ⅸ）
〈
Taiw
an
〉へ
行く旅行者は、豊かな緑の風景を通るが、そこには多くの中国人の町と村があり、 良質な米と野菜 生産されている。オランダ人が一六二〇年頃に目にしたタイオワンは、全く異なる様子であった。海岸に沿って、中国商人、海賊、漁師の小さな居住地 あったが、住民の大部分はルソン島に居住する種族と言語・人種と文化がある程度類似する先住民から構成されていた。彼らは漁業・狩猟と原始的な農業によって生活しており、互いに遠く離れた村々に居住し、中心となる政治権力は全く存在していなかった。そ 低地の大部分は未開拓のままであり、鹿であふれていた。ゼーランディアにいたオランダ人は、四つ 大き 近隣の先住民の村に権力を及ぼし始め、じつに速やか 、さらに遠方にある彼ら 敵と対抗するた の彼らへの支援を始め 。一六三五年から一六三六年には、五〇〇人足らずか なるオランダの軍隊がその低地の支配を拡大し、こ 域の外でさえも、多く と指導者たちが、オランダの統治を認めるのが賢明だと思うようになった。一六四二年 オランダ人は遠征の間に一六二六年からスペイン人が占領した台湾北部 基隆〈
K
eelung 〉の砦を戦い取った。そして
一六四五年、オランダの兵士たちが基隆の近くの淡水からゼーランディアに移動した際、多くの土着の村々が彼らに降伏した。一六四四年から 四 までこれらの村はす
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べて、村の評議会、および、争いを調停し、オランダ人の公布を聞くための「長老たち」による毎年の集会（議会）とを持つ同じ統治形態を与えられた。このシステムにはオランダの町と州の行政構造の影響がはっきり見られる。その上、台湾はオランダ改革派教会にとって、東インド会社の管理下にあった派遣地域の中でまさに有望な数少ない地域の一つだった。一六三九年頃、ゼーランディアに最も近い村、シンカン〈
Sinkan
〉では印象的なカルヴァン派の
儀式によって安息日が祝われた。別 村からの改宗者はしばしばシンカンに移された。本物の信仰によって新しい世代を育てるために、村の学校の体制には多くの注意が払われた。それにもかかわらず、教師たちの多 が熱帯性 熱病で亡くなるか、あるいは福音に導くべき人々を侮辱し、欺い
た
）（1
（
。
　
オランダ人は一六四四年まで、さらにその後も毎年、
五万から一〇万枚の鹿皮を台湾 ら輸出した。しかし、中国での貿易および台湾の中国人在住者による活動が最も大きな利益を上げた。オランダ人は、一六三五年以降 への中国人移民数が急激に増加したこと 気付いた。その年にバタヴィア政庁がオランダの統治を拡大するため軍隊を派遣した際、それは次のようなヴィジョン 伴っていた。「ポルトガル人がかつてインドで持っていたような素晴ら
しい植民地―いかなる強力な支配者の管轄下にもなく、粗野で愚かな異教徒の住民が居住し、しかしながら、強大な中国王朝のすぐ近くに位置していて、そこから、人がある程度望むことができるほどの人数の、貧しくて勤勉な民衆が流れ込むような
地
）（（
（
」 。中国の農業は、富裕な中国人
が行った灌漑と干拓事業への投資に対する支援によっさらに拡大した。そのよう 者の中 、一六三六年から一六三九年まで台湾に在留し、バタヴィアにおける中国人の最初の指導者であった「カピテン・ベンコン」 〈
Capitein 
Bencon
〉こと蘇鳴崗〈
Su M
ing-kang ソ・ミン・カン〉
がいた。おそらく、鄭芝龍や彼の仲間もそうだったであろう。彼は台湾の中国人社会と多くの緊密な関係を持っていた。東インド会社は中国農民から砂糖を買 付け、それをインド、ペルシャ、さらにヨーロッパに売りつけた。会社は種々の税金を課し、これ の税金の多くは中国人徴税人によって徴収された。そ 他の中国人企業家は、さまざまな先住民の村での商売独占によって吊りあげ れ 高値により利益を得た。最も利益の上がった年では、中国社会に対するこれらの税金、課 は台湾 ける東インド会社の収入の約四〇パーセントを占め、中国と 貿易による収入は残りの六〇パーセントとなった 四〇年代後半では台湾はアジアにおける東インド会社 拠点の で最も利益を上
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げる拠点の一つであった。 香料の貿易による巨大な利益は、当然、ヨーロッパの会社の帳簿で光を放っていたことだろう。これらの収入を可能にし 中国人移民の波は、困難と変革をもあわせてもたらし、ついには台湾におけるオランダ勢力の崩壊をもたらすこととな　
一六四四年、明朝の衰退は大惨事をもたらした。反乱を
起こした百姓軍は北京を占拠し、明の最後の皇帝は宮廷敷地にある煤山で縊死した。この悲惨な出来事は無数の中国の歴史書で伝えられているだけでなく、カトリックの宣教師の記録とフォンデルス 〈
Vondels 〉 の 「崇禎」 〈
Zungchin
〉
にまでも言及されてい
る
）（1
（
。反乱者たちは新しい満州族の清
朝の軍隊によって速やかに北京から追い払われ 。決意は時には固いが、ほとんど上手く組織されていない、明朝へ忠実であり続けた反乱者の抵抗 もか わらず、清朝は国家全土の征服を進めた。当初、福建の鄭芝龍は明の継承者の一人を支援していたが、その後、清側へついた。しかし清は彼を北京で自宅監禁し、勢力を奪った。ヨーロッパ人に「国姓爺」 〈
Coxinga 〉と呼ばれた彼の息子の鄭成功
〈
Cheng Ch’eng-kung 〉は父と断絶し、一族の権力全てを
自分の支配下に置いた。一六五一年頃 彼は明への忠誠を保っていた海軍の大半を、 つ 恐るべき組織に統一した。その中心は厦門 あった。大陸 は清の軍隊が徐々 彼
軍隊を追い払ったが、彼の艦隊は急襲を行い、さらに遠くにある拠点を占拠した。そして、ついに一六五九年に彼は南京〈
N
an
gkin
g 〉を攻撃するために巨大な艦隊で揚子江
を遡上するに至った。ほぼ成功を収めかけた命がけの事業であり、それによって彼は清を倒すことができたかもしれない。そこでの敗北の後、彼は艦隊と軍隊のためにより安全で、 よりよく備えのある退避場所を探さなければならず、そして、台湾がそのため 最もふさわ い場所であることは明確であっ
た
）（1
（
。
　
次第に強い力を持っていったこの脅威に対するオランダ
人の対応は弱く、まとま がなく、時には愚かだっ しかし、よりよい方策をとることにより、台湾がオランダのものであり続けたかどうかは全く確かではない。 らが自分たちではどうすることも きない事態 巻き込まれることは予測できたであろう。つまり、清に る中国南部と台湾の中国人居留地の占領である。一六五〇年頃、多く 中国人戦争難民が台湾に渡って来ており 中国人の人口 オランダ統治下において三五〇〇人から一万四〇 〇人 いし一万五〇〇〇人までになった。五〇年代にさらに多く避難民がやって来たが、当時の中国人の総人口に関する数字はない。これらの住民の多くは中国に彼らの家族 残していたので、五〇年代にはおよそ六〇〇〇人も 戦闘可
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能な中国人が台湾にいたと思われるが、その一方で、オランダ駐屯軍は一〇〇〇人の兵士と、一〇〇〇人ないし二〇〇〇人の土着の増援部隊を擁していた。国姓爺の軍隊を考慮に入れなくとも、これは全く喜ばしくない状態だった。　
台湾における中国人社会は、一〇人の指導者からなる評
議会を通じて統治された。このシステムはおそらくオランダ人が来る前からすでに知られていた海賊の指導者と商人のリーダーたちによる評議会に由来するものであろう。これは、団体という手段を通じたオランダの統治システムとも一致する。良好な個人的な接触により何 かのオランダ人は、中国語や中国人の民間信
仰
）（1
（
を学ぶことができた。互
いの利害にもとづく濃密 ネットワークと経済的な合意が中国人指導者とオランダ人を結びつけた。こ はオランダ人の意に沿うような中国 だった―有能な手仕事職人、オランダ人が迷わず「ポル 」と名付けた地域の灌漑や開発に投資する者もいた有能な商 たちであ
る
）（1
（
。渡ってき
たばかりの中国人の大半とはそれほど友好的な関係はかっただろう。　
一六五二年、オランダの史料ではファイエット〈
Fayet 〉
と呼ばれる、郭懐一〈
K
uo H
uai-i クオ・ファイ・イ〉と
いう者が中国人の指導者としてオランダ人に対抗して蜂起
した。報告書の一つによると、一〇人の中国人社会の指導者のうち七人がオランダ人に忠実であり続け、目前にせまった反乱を彼らに知らせた。およそ四 〇〇人の中国人反乱者の装備と組織はひどく粗末であったため、彼らはオランダ側のマスケット銃による最初の一斉射撃で敗走した。結局、彼らは全員追跡されて殺された。その結果 双方のグループに恐怖と憎悪が生じ、オランダ人には、すべての中国側の軍事的な威嚇を解消することができ いう自分たち 力に対する過信が定着し
た
）（1
（
。その後、経済的な
困難がオランダ人と台湾の中国人指導者たちの絆を弱めた。多くの中国人の徴税請負人や許可 受けた村の商 たちが、彼らの許可を得るためのせり値をあげた。しかし、契約に規定されていた金額を儲け は不 能なことが分かった。そうすると、彼らはオ ダ人から高利の金を借りるようになった。一六五八年、台湾における砂糖市場が下落したため、オランダ人は、彼らがその時 で中国人生産者に支払ってい 砂糖の固定価格を下げた。　
だがより危険だったのは、時を同じくして高まりつつ
あった国姓爺とオランダ人の間の対立関係であった。中でも中国人は、自らの胡椒貿易の独占を確実にするため南東アジアにおける中国の海運事業 介入しようとするオランダ人の企てに、最も怒りを募らせてい 加え 他のすべ
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ての商業分野においても、国姓爺とオランダ人との競争は激化していた。　
一六五五年から一六五六年にかけて、国姓爺は台湾をほ
ぼ中国貿易から切り離した。それは、表向きには彼の所有するジャンク船が、台湾あるいは別の場所で不当に扱われていることを理由としていた。しかし、おそらく、中国の品物を日本やベトナムなどで販売する際、オランダ人が自らの競争相手となる可能性を摘み取る めでもあっただろう。一六五六年、国姓爺は自分の支配下 あるすべての中国人に台湾を去るよう命令を下 た。一部の者たちはこの命令に従ったが、もしオランダ人が止めなければ、もっと多くの者がこの命令に従ったことであろう。一六五七年、オランダ人は国姓爺に対して 毎年、銀と戦争用物資、そして胡椒貿易港の使用許可証 提供することを申し出そこで彼は台湾における貿易を再開したが すぐに新たな事件について不満をもらすよう なった。オラ ダ人カンボジアやジョホール〈
Joh
ore 〉から来た国姓爺のジャ
ンク船から略奪を行っていたからである。一六五九年の南京での敗北の後、国姓爺が避難場所として台湾を征服すつもりではないかという噂がいっそう強くなった。台湾における中国人共同体に対する彼の影響力は、そ 頃までに非常に大きなものになって たに違 ない。一六五九年二
月には、オランダ人により国姓爺への使者として使われていた通訳の何斌〈
H
o P
in
  ホ・ピン〉―オランダの史料で
はピンクワ〈
Pinqua 〉と呼ばれる―が、 彼の下へ亡命した。
というのも、何斌が国姓爺のために台湾の中国人の間で税を徴収していたことが 露見してしまったからである。　
これらの不安定な状況の中、オランダの軍事面の支出は
ますます増大し、そ 一方で台湾における貿易利益は減少した。東インド会社 、要塞の建築物を改修したり、防衛用に船舶を艤装す ための莫大な金額を支出す 用意はなかった。他方、中国との貿易を続行する別の方法が見つかるまではこの島 去ることはできなかった。一六五二年および一六五三年、新しい王朝である清がオランダとの貿易を明よりも好意的に評価してい かど かを調査するために、オランダの使節が広州に派遣され 。北京の宮廷オランダ人が一六二〇年代に好戦的に振舞ってきたから、彼らを受け入れてはならないという エズス会士とポルトガル人の圧力にそった回答しか なかった。し し、広州の官吏は、 使節団を派遣するならば、何らかの取り決めがなされるかもしれないと代表 知らせた一六五五年、それは実行さ た。
  使節団はピーテル・デ・
ホイエル 〈
Pieter de G
oyer 〉 とヤコブ・デ・ケイゼル 〈
Jacob 
－  236  －－  237  －
ジョン・Ｅ・ウィルス
jr.　著
　
一七世紀および一八世紀の中国・台湾・バタヴィアにおける東インド会社と中国人（蘭ゼミ）
de K
eyser 〉の指揮下にあった。何名かのオランダ人が初
めて中国内陸部をくまなく見ることができた。そのうちの一人は旅行記を書くことに身を捧げ、公式の宴会を詩の形で描写し いる。　　
ここには金と絹の衣装の海が波立ち
　　
きらめく器はあらゆる香料を満々とたたえ
　　
アポロはミューズ ともに降臨す
　　
ここは異教徒の地か？
　
我々は天国にあ
り
）（1
（
　
初めてオランダの大使が禁裏に迎えられた。彼は皇帝の
前に身を投げ出し、彼の上司（バタヴィア総督）が清国の「朝貢者」リストにあることを聞いた。東インド会社の職員は、東方の礼儀作法や傲慢さが利益の妨げとなっていい限り、これらを気にかけることは滅多になかった。しかし、この時代、朝貢システムでは、海 貿易は使節団〔の来訪〕を条件に許可された。皇帝は、おそらく著名なイエズス会士ヨハン・アダム・ ャル・フォン・ベル〈
Johan 
Adam
 Schall von Bell 〉によってそのように仕向けられ
たのであろうが
  オランダの使節団の回数を八年に一度と
限定したのである！
  それにもかかわらず、オランダ人は、
一六五七年から一六五九年 間 広州地域において限られた範囲で貿易を進めることに成功した。しかし、それ 台湾に取って代わるにははるかに足りなかっ
た
）（1
（
。
　
絶えず強くなっていた国姓爺の脅威と向き合わなければ
ならなかった時に、バタヴィアの権力者たちが明るみに出した信じられないほど杜撰な仕事や相互の意見の相違は、これらの困難や不安定さによるものではなかっ 。 彼らは、台湾長官 〈
gouverneur op Taiw
an
〉 フレデリック・コイエッ
ト〈
Frederick Coyet 〉の警告を重大とみなすことを拒み、
かつて 評議会〈
de Raad van Taiw
an
〉においてコイ
エットの敵対者であり、当時インド評議会〈
de Raad van 
Indië 〉のメンバーであったニコラース・フェルブルフ
〈
N
icolaes Verburch
〉に耳を傾けたのであ
る
）（1
（
。
　
一六六〇年についに彼らが台湾の駐屯地に援軍を送っ
た時、それはポル ガル人との戦争で名声を得たヨアン・ファン・デル・ラーン〈
Joan van der Laen
〉の指揮下に
入ることになった。彼らは、もし、彼 が待ち望んでいたように国姓爺の脅威がなくなるならば、軍隊をマカオへの攻撃のために使うよう彼に命じた。ファン・デル・ラーンは台湾に到着するとすぐに、即座の脅威はないという考えにいたったが、コイエットは援軍の大部分をとめおくことに成功した。ファン・デル ラーンは今やマカオへの攻撃に十分な軍隊を自由に動かせないので、バタヴィアに戻った。彼がそこで表明した不平は、フェ ブルフ 影響とあいまって、コイエットを罷免する決議をも らした。なぜ
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ならコイエットは愚かで臆病にも国姓爺の侵略の危険性を警告したからである。この決議は国姓爺の軍隊が台湾に上陸して一ヵ月以上経過した後、しかし、バタヴィアがその恐ろしい知らせを聞く前の、一六六一年六月一〇日に採決された。　
国姓爺は二万五〇〇〇人の兵士からなる軍隊をもってい
たが、その多くはきわめてよく武装され、非常に規律正しかった。はるかに数で勝る中国の軍隊へのオランダ人兵士の小集団による二度の絶望的な攻撃は、惨めな敗走劇という結果に終わった。オランダ人は、郭懐一傘下 農民のように、マスケット射撃で中国人を追い払うことができるだろうと考えていた。港の中の四隻のオランダ船が国姓爺のジャンク船と激しい戦いを始め が、それは一隻の船の弾薬貯蔵庫が爆発し、残り三隻が公海へ敗走することで終わった。五月の終わり頃にはオランダ人はただ「ゼーランディア城」だけを占領 維持してい だけになった。夏には多少の援軍が来たが これは中国の軍隊に何か すためには十分ではなかった。任命され コイエット 後任が来たが、 状況を見ると一目散にバタヴィアに逃げ去った。国姓爺の軍隊 台湾の大部分の居住地で彼らの支配を強化し、何人かのオランダ人の教師、宣教師やその他の捕虜たちを殺し、彼らの妻を将校に分配した。一六六二年二月一
日、その城は降伏した。コイエットは、彼には他に残されたものはなかったとはいえ、この降伏の犠牲になった。　
オランダ人は一六六四年から一六六八年まで再び基隆を
占領し 。これはある種喜劇的な最終章であり、そこではオランダ領台湾史で最も主要な課題が再び浮かび上がってきた。基隆は清朝との貿易、および鄭氏政権との海上戦争の前哨地として再び占領されたが、その二つの分野のどちらにおいても、何も実現さ 。三〇〇人にもみたない守備隊は劣悪な気候と果てし く続く人的抗争に悩まされていた。一六六六年五月におきた三〇〇〇人から六〇〇〇人も 鄭氏の軍隊による襲撃が、 ろうじて彼らを結束させた。鄭氏の軍隊は、多分、あまりに 人数格差があるのに反撃されたことに驚き、ま 、長期 占領のために十分な装備もし なかったであろうこ から、一日後に撤退した。しか 、オランダ人の立場は、先住民との抗争、および鄭氏の手先が村に潜入したことによって次第に弱いものと っていった。結局、 人は一六六八年一〇月に撤退し
た
）11
（
。
期待と誤解、一六六二～一六九〇年　
清帝国の初期の支配階級は、その中から皇帝の一族、高
級官僚の大部分、軍隊 指揮官、そして恐るべき騎馬 を
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輩出した中国の民族でない満州族、中国が急襲される以前に満州族へ投降した満州地区の中国人、そして、もっと後に明朝から離反した者たちから構成されていた。海上での経験をいくらか持ってい のは彼ら うちのほんの少数の者だけだった。彼らは、 姓爺 海か 脅威に対して、はじめは、次第に厳格な海上貿易 規制措置をとることによって、そして、最終的に 南部沿岸全域から退去させることによって対応した。彼らは、二隻の船が包囲された台湾から福建の港へ入港 一六六一年一一月まで、沿岸部のすぐ近く いたオランダ海軍と協力することの利点を考慮しなか たようである。その時点にお ては何も取り決めら なかったが 一六六二年六月、オランダ艦隊が「国姓爺の血に飢えた怒り 対する報復のために」 、また、国姓爺に対抗して清と同盟を結ぶために戻ってき時、その考えは清の役人たちにとって全く受け入れ れないものではなかっ
た
）1（
（
。
　
東インド会社は一六六二年、一六六三年、一六六四年に
バルターサル・ボルト〈
Balthasar Bort 〉に率いられた艦
隊を送った。彼らは、一六六三年一一月、福建の海岸沿いにあった鄭氏の駐屯地を襲撃し、清が鄭氏の軍隊を厦門、金門島から撃退することを助けた。しか 、一六六四年一二月 は、清の艦隊が海洋から再び帰って来 しまっ
たため、台湾を協力して攻撃する計画が水泡に帰したことを知った。さまざまな原因からオランダ人と清は互いにとても厄介な信頼できない盟友であると気付いた。オランダ人は鄭氏の軍隊と基地にできるだけ早く、できるだけ多くの損害を与えたいと考えていた。それに反して、清は一六六二年の国姓爺の死とそれに続く激しい後継者争いの果てに、鄭氏の軍隊の大半が平和的に降伏するこ を望んだ。しかし、これには時間がかかり、オランダ人はこのすべての過程が敵を打ち負かすチャンスをみすみす逃し、敵と臆病な交渉をするものだと考え それ 対して清はオランダ人を「急ぎすぎ」とみなし、オラ ダ人が鄭氏の駐屯地を勝手に攻撃 た時には協力する用意がなかった。　
一六六三年一一月の履門や金門島周辺での大規模な交戦
において、やっと協力すること なった。鄭氏 艦隊に対するオランダの攻撃や、おそらくそれ以上 、オランダの艦船や大砲が引き起こした驚きが、激しく戦った清 勝利となるはずのものを全面的な殺戮劇に終わらせることなった。協力 ための合意におい は、履門や金門島を占領した後にオランダ人が貿易特権を得るということが取り決められていた。しかし、すぐにオランダ人は 清の官僚制では、物事は最初に見えたものよりもより複雑であるいうことを知った。はじめは一六六三～一六六四年の船舶
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の積荷の販売についてのみ承認され、その後二年毎に貿易用輸送品の販売が承認された。最終的には一六六四 に、計画されたがついには失敗し 台湾への遠征に彼らの参加を容易にするための特別な恩恵として、これらの認可なしに貿易を行うこと 認められた。オランダ人は、中国人が特権を与えられた何人か 商人にだけオランダ人と貿易を行う承認を与えていることに対して絶えず不満を言い 彼らが官僚側の遅れや言い逃れに遭遇した時には ばしば横柄になり、苛立った。一六六五年 は、彼らは貿易使節団のみを派遣し、戦艦 全く派遣しな った。しかし、この外面上穏やかな年は、中国・オランダの脆 友好関係の終わりを意味した。中国の伝統的な外国とのアプローチの仕方は、とりわけ管理的で官僚的であった。中国人 外国人との接触 細かく定義されたルート 規則によって制限することに努め、臣下が貿易の認可を求めたすべての君主に対し、決められた期間 使節を送ることを求めである。これら 規則は、清の官僚制度の新たな活性化や、彼らが海上貿易の全て 形態 厳密な管理 行うよになった結果、 の時期に、さらに大幅に厳しくなデ・ホイエルやデ・ケイゼルが大使と て受け入れられ時に、八年毎に大使を派遣してもよいという「特権」を与えられたが、それは一六六四年に再び使節が派遣され け
ればならないことを意味した。オランダ人が一六六四年と一六六五年に使節を伴わずに現れた時、
  彼らは中国の役人
から、使節を送るまで、もはや貿易を行う許可は与えられないと告げられた。その上、オランダ人は二つのグループの船舶を、一つは、当時、主 して彼らの港として使われていた福州へ、他の一つを厦門湾へ送ることによって中国人の感情を害した。厦門に停泊していた船と、後に福州へ来航した数隻の船は 貿易許可を得られなかった。しか 、極めて悪いことに、 基隆か 出航した一隻の 船が、日本から 海して来た裕福な鄭氏の貿易用ジャンク船を追跡し、打ち負かそう して、さらに北へ航行 た。乗組員は、ノルマン人がいくつか フランス修道院で行ったように、偉大な仏教の巡礼の島、普陀山〈
P’u-t’o-shan
〉のい
くつかの寺院を略奪した。　
これら一連の事件と、北京の宮廷に送られたこのことに
関する報告について聞いたとき、福州 官吏 非常に立腹した。しかしながら、彼らは即座に処置をとるこ はしなかった。 一六六六年一月にオラ ダ が福州 出発した時、彼らは使節団を伴わずして戻ってくることはできないと警告された。この年に起きた他のあらゆる問題にもか わらず、 また、 皇帝への上奏文の中で、 人 確実に戻ってきて再び厄介事を引き起こすであろうと高官が警告 た
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にもかかわらず、この時点ではオランダ人の貿易特権は取り消されず、宮廷がファン・ホールン指揮下のオランダ使節が到着したことを聞いた一六六六年末に取り消された。北京における政治面の変化とオランダ人に関するあらゆる厄介事についての他の調査がこの結果をもたらしたものであろう。オランダ人は、極度に簡潔に、それ以上詳しい説明もないままこの取り消しを通告され ため、これを以前締結した契約に対する違反であると考えた。 一方、 清 とっては、これは宮廷が一方的 与えた許可をオランダ人の不行跡による当然の措置として撤回したに過ぎなかった。　
こうしたことから、新たな許可を得るため、ピーテル・
ファン・ホールン〈
Pieter van H
oorn
〉の指揮のもとにお
金をかけた、印象深い、周到に準備された使節 派遣するという東イ ド会社の試みは初めから失敗す 運命 あった。私たちにとって本当に重要 のは 「六ヵ月を必要とし、何マイルも陸路と同じく水路を通って三七の都市、三三五の村、三四の寺院を通り過ぎた」福州から北京への長く、魅力的な旅の詳細な報告にあ
る
）11
（
。私たちはここで、オラン
ダ人たちが全く迷わず同意することができた朝貢使節をめぐるお決まりの儀式の稀に見る明確な描写と、一七二二年まで統治し 優れた若き康煕帝〈
K
’ang-hsi 〉について外
国人が書いた最初 記述の一つに出会う。彼らは皇帝を
一六才と考えたが、実際には彼はまだ一三才であり、既に権力を手に入れ始めていた。彼はオランダ人が贈った馬にとりわけ魅了され、それを見ては頻繁にほほえん
だ
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一六六七年の夏に使節団を迎えるために来た船は貿易を
行う許可を得られなかった。一六六八年に広州へ派遣した二隻の船はごく少量の商品のみを売り、しかも、それは無許可であった。ここにおいて東インド会社はバタヴィアと中国との貿易を一六七六年までバタヴィアの自由市民 （ 〔東インド〕会社に勤めていない自由な住民） 、バタヴィアの中国人、そしてマカオのポルトガル人に任せ 。　
中国での大きな問題によって、貿易を再開するには新し
い障害が生じた。一六七三年から一六七五年の間に 征服戦争の間に清に仕えていた三人 重要な中国人の将軍が「三藩の乱」の際に満州 支配者に対して反乱を起こした。国姓爺の息子、鄭経〈
Cheng Ching 〉はすぐに福建
で反乱者たち 味方をし、厦門および隣接した沿岸地方奪還し 一六七五年、福建と広東の反乱者 ちは書簡バタヴィアに送り、そ 中で貿易船を派遣するようオランダ人にすすめ、鉛、硫黄、硝石といった戦争必要品の購入に非常に大きな関心 あることを明らか した。一六七六年、オランダ人は広州にも福州にも船を派遣した。広州で彼らは政治的な不安定さが貿易を阻害しているということ
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を知り、一六八一年まで貿易を行うためのさらなる努力をしなかった。福州において彼らは反乱者たちの統治の崩壊と、清による再占領に驚かされたが、後に、彼らは清もまた軍事物資の調達と、鄭経に対するオランダ人の海上での支援に関心を抱いていることに気が付いた。一六七七年から一六八一年まで、ここから福州 おけ 商取引と政治的交渉が進み、一六七九～一六八〇年 は三人の清の下級役人が使節としてバタヴィアに送られさえした。しかし、オランダ人は、六〇年代と同じく清によって裏切ら ないよう、再び支援をしたいとは思わなかった。そのうえ、清の指導者たちはオランダの支援を求める要請に関して意見の統一もなければ首尾一貫もしていなかった。一六八〇年、彼らはオランダ人の助けなしで鄭氏の軍隊を厦門 追い出し、それによって海上での支援を貿易特権と交換す はずであった協定を結ぶ最後の機会はなくなった。 「三藩の乱」の最後の反乱者は一六八一年に殺された。一六八三年に清は台湾を征服した。　
東インド会社は中国沿岸部における貿易を一六九〇年ま
で続けたが、 その投資額も利益も年々少なくなっ い彼らは一六八四年に海上貿易が法的に認可された中国人商人と、またイギリス東インド会社との急速に激化した競争にさらされるようになった。いくつかの分野では、マカオ
のポルトガル人でさえ貿易上の手強い競争相手であり続けた。イギリスの拡大は、 その大部分を、 マドラス〈
M
adras 〉
にいた会社の職員が個人貿易商として努力したことによっていた。これは、たびたび会社の職員に裏切られていた東インド会社とは対照的である。東インド会社は、新たな貿易の機会を見つけるため会社の職員に個人的な旅行を許可するというこ をほとんど、あるいは全くしなかった。一六八四年から一六八五年にかけて清と 海上貿易が合法化されると も 、新たな税と貿易規制が導入されたが、それらはオランダ人 とってさらなる重荷 あり、かつ怒りの原因となった。フィンセント・パーツ〈
Vincent 
Paets 〉に率いられた第三次使節団は一六八五～一六八七
年に、貿易状況をよくす こ に関して何も成果を挙げることができなかっ
た
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一六九〇年には、東インド会社はついに一隻の船も中国
に派遣しなかった。というのも、フ ス の攻撃の可能性に備えてバタヴィアを防衛するため、できるだけ多くの船を使うことを望んでいたからであ 。通常の貿易は、一七二八～一七二九 やっと再開さ た この時期、バタヴィアと中国との間の貿易は中国のジャンク船と、時はマカオのポルトガル人によって送られた船団によ て担われていた。
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バタヴィアの中国人　
ジャワ、スマトラ〈
S
u
m
atra 〉およびマレー半島の港に
おいては、中国人はオランダ人にもポルトガル人にも先行していた。特にバンテンでは彼らは多大な影響力を持っていた。それは、彼らがそ 地域の海外貿易、胡椒生産とアラック酒の醸造所の大半を支配していたからである。オランダ人、中国人およびポルトガル人がバンテンの胡椒輸出の取り分をめぐって互いに競争するようになると、不信感や衝突が避けられなくなった。しかし、一六一九年のバタヴィア設立後、ヤン・ピーテルス〔ゾーン〕 ・クーン 中国人が、彼の「若い共和 」にとって素晴らしい入植者であると同時に、競争相手でもあること 気付き始めた。オランダから送り出された「我が 人間のくず」に比べると、中国人は誠実で 勤勉且つ有能な商人、職人あるい農夫であるようにみえた。クーンは、会社の利益がそれ要求するような場合には、アジア人 奴隷にし り 根絶やしにすることも躊躇わなかったが、 カピテン・ベンコン」の客として彼のもとで何夜も過ごし 何度 アドバイスを求めた。ベンコンは会社の参事会〈
het College van 
Schepenen der Com
pagnie 〉の一員であり、彼の後継者
たちも同じく一六六六年までこの役職を担当した。彼は一六四〇年に資産管理委員会〈
het College van Boedel-
m
eesterem
〉のメンバーに任命された二人の中国人のうち
の一人だった。後の中国人カピテンたちは、異なる人数の補佐役の支援を受けたが、バタヴィアの中国人社会は単独の指導者のもとにあり、これは、台湾の一〇人からなる中国人共同体評議会〈
Raad van de Chinese gem
eenschap 〉
とは対照的であった。外国の諸港市において自国民に対して責任を持ち、その管理も行っていた単独指導者による組織は、アジアでは長きにわた て存続していた。それが単に東インド会社によって引き継がれ、いくらかの新しい法的規定を与えられた である。中国人は、台湾におけると同様に、人頭税を払ったが これは他の多くの税金と同じく中国人徴税人によって徴収された 四〇年代以降、人企業家と労働者はバタヴィア周辺地域での砂糖生産を急速に拡大した。一六五二年に 、それは、オランダ領台湾の数年分に匹敵し、一七一〇年頃には生産量は 六五二年の五倍に達した。ジャワの経済的、政治的状況は、台湾のそれとは非常に異なっていたが、この二つの地域における中国・オランダ関係は、多くの点で驚くべき一致を示し
た
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一六四四年以降、ジャワにおける中国人移民は、中国沿
岸で起こった戦争の影響で恐らく減少した。ヨ ン・マーツァイケル〈
Joan M
aetsuiker 〉の統治は、中国人に対し
て、 彼の前任者と比べてあまり肯定的なも で なか た。
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一六八四年に中国の外国貿易が法的に認められた後、中国人移民は再び増加し始めた。一六八九年頃、バタヴィアの住民は、押し込み強盗の数が増大したこと ついて苦情を言った。その際、彼らはこれを貿易用ジャンク船で到来し、然るべき生活手段を持たない多数の中国人が原因であるとした。一六九〇年 バタヴィア当局は、一六八三年以降に来航したす ての中国人はカピテンや中国人共同体のその他の権力者のもとに出頭 なければ らないことや、権力者たちが彼らの信頼性を保障しない限りは長期滞在できないというこ を命じ 一六九〇年やそれ以降にジャンク船で来航したほとんど全ての中国人は、同じ年に再び出航することを勧告された。中国 を監督下 置くためになされたこれらの措置は その後 多くの試 と同様に、全く成功し かった。 は 部分的 はオランダ人官吏への賄賂が効いた結果であった。他方で、東インド会社は、中国人によって経営されていた製糖所の製品や、中国人ジャンク船での貿易も必要 ており 製糖所向けの労働力の供給やジャンク船の 長 良好な関係を危険陥らせうるようなことを少しでも行うつもりは かっ 。このため、インド評議会ははっきりしない方針をとり続けた。中国人を恐れながらも同時に必要としてい めである。中国商人が外国と結びつくことや政権を密かに破壊す
る活動の危険を恐れた清朝政権が一七一七年から一七二二年までジャンク船の海外渡航を禁止した後、バタヴィアの権力者たちは、安堵の溜息ともに貿易の再開を歓迎した。そして彼らは、以前よりもバタヴィアの中国人により多くの恩恵を与え、移民 制限に関する彼ら自身 措置を無視した。 公式にはバタヴィアや郊外における中国人の人口は、一六八二年には約三〇〇〇人、一七一九年には四〇〇〇に達した。しか 、その増加はもっと急速だった可能性ある。中国人製糖所の数が最も多くあったバタヴィア周辺の農村地帯における公式なデータ 一七一九年には七五五〇人だったも が一七三九年に 一万五 四人に増加したとの報告があり、この数もおそらく少なく見積もったものであろう。勿論、常にジャワ島の他地域 特に東岸に定住した多数 移民 存在した。農村地帯の多く 中国人は製糖所に働きに行ったが 現地では窃盗やその他の犯罪に関する苦情が次第に増加し、その大部分 社会的に不安定な中国人住民が原因で とされ 一七二五 以降に生じたバタヴィア周辺地域 おける全般的な経済的衰退によって、中国人にとって生活はおそらくよ 困難 ったであろう。 一七二九年以降、 ど 中国人も二レイクスダールデル〔＝五ギルダー〕を支払って「許可証」を購入する義務を負った。この規則は、 会社 堕落した職員に って、
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彼らが様々な方法で揺すり取るために利用された。都市においてはカピテンや多くの中国人とオランダ人との協調は良好であったが、農村地帯ではオランダ人はよりわずかな権力しか持っておらず、中国人も友好の度合いがきわめて低かった。派閥の形成 互いの争い、 長官による思慮に欠けた政策が、一六五〇年頃 台湾と、不安を抱かせるほど類似したイメージを完全なものにした。ここでの最大の相違は、介入することができるま 待っていた国姓爺〔のような人物〕が存在しなかったこと、そして、もしジャワ人の王侯が介入 場合には、彼らはこれをオランダ人、中国人双方にと て有利になるようにすることができたということである。　
一七四〇年七月二五日、インド評議会は、許可証を持
たないすべての中国人は治安官〈
sch
epen
en
〉の尋問を受
け、しかるべき生計の手段を持た い者はセイロンへ追放されなければならないという命令を下した。これは、アドリアーン・ファルケニール〈
Adriaan Valckenier 〉総督
の派閥のライバルであるＧ・Ｗ・ファン・イムホフ男爵〈G
.W
. baron Van Im
hoff 〉の勧告によって行われた。こ
の措置により、許可証を持つと持たないとに かわらず、多くの中国人が、全く思いやりのない仕方で捕えられ ことになった。多くの者は森に逃げ込み、不法に滞在してい
る同胞と合流した。九月末頃には農村で多くの騒動が報告されたが、評議会は、ファン・イムホフの影響下にあって、これをさほど深刻にはとらえなかった。同胞 と疎遠であった中国人カピテン 状況の深刻さを十分に認識していなかったであろう。時には数千人 らなっていた大きな中国人グループが一〇月八日の夜から九日にかけて市壁を襲撃したが、その直前の数日の間に、やっといくつかの防衛的 措置が取られた。これらの襲撃は、そ 後一〇月一三日まで時折起こった襲撃と同じよう 、中国 がうまく組織されておらず、火器の取り扱いに全く経験がなかったことが主な理由で、撃退さ 。バタヴィアの中国人の家でい つかの武器が発見され、群衆は反乱 関係なかっ 中国人を殺し、彼らの家を略奪し、焼き払い始めた。市中における襲撃とその後に続いた殺戮 おそ く約一万人の中国人が死亡したであろう。オランダ軍は農村での進軍にほとんど抵抗を受け かった。よりよく武装し、組織化され、何人かのジャワの王侯の支援を受け 他の中国人の武装戦力は北東ジャワでいくら 勝利をあげたが、結局のところ、オランダ人と結託した他のジャワ人にて打ち負かされた。この「 国人反乱」は、バタヴィアでの戦闘を除いて、ほとんどが長期 わた ジャワ人対オランダ人の闘争の一部であって、後にすべての関係者がそこ
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で中国人を犠牲としたのである。ファン・イムホフはバタヴィアでのあやまちと殺戮の責任をファルケニールに負わせようとしたが、約八〇年前に、台湾を失った全責任をコイエットに負わせたバタヴィアの権力者たちほどには成功しなかった。ファルケニールは、延々と続いた告発と反論の間、 一七五一年に死亡するまでバタヴィアで投獄された。バタヴィアの経済生活は中国人社会の破壊 よって多大な損害を受けた。しかし、中国でのジャンク船貿易は再び速やかに回復した。同じ にバタヴィア周辺地域で 砂糖生産も再び戻ってきたが、一七四〇年以前の水準以下 とどまっていたと思われる。ジャワ おけるオランダのシステムの中のきわめて多くの分野で、中国人は彼ら 重要な任務を再開し、それを次第に拡大していった。カントンシステム〈
K
anton-systeem
〉の中のオランダ人
　
一八世紀の六〇年代において、ヨーロッパへの中国の茶
の輸出は一七二〇年頃の一〇倍 増加 、一八三〇年頃は一七六〇年の三倍になった。一八世紀に初めてヨーロッパ人はほかの大陸 生産物、すなわちインドの綿 モカ〈M
och
a 〉とジャワのコーヒー、中国の茶、そして西イン
ドの砂糖の、非常に 規模な買い手となった。広州 すべてのヨーロッパ商人は中国人によって同じように厳しく監
視され、ヨーロッパの一つの国が特権を与えられるということはあり得なかった。ヨーロッパでは茶に対する多国籍市場があり、一〇〇パーセントの輸入関税を避けるためのイギリスへの茶の密輸は繁栄する国際的な商売であり、その中心の一つがゼーラント〈
Z
eelan
d 〉であった。従って、
広州におけるオランダ人の貿易は多く 点でイギリス人、フランス人、そしてデンマーク人などのそれに類似しており、そのため、この国際的な現象の一部としても研究されるべきであ
る
）11
（
。
　
一七二〇年頃には、中国のジャンク船は、すべてのヨー
ロッパの船が広州から輸出した合計量と同じくらい 量の茶をバタヴィアに運んだと思われる。この茶 一部 会社によってバタヴィア 買われ、母国に船で送られた。しかし、より多くの量が個人によって会社 船で非合法にオランダに送られた。これによって、ヨーロッパ人 彼 輸入品をヨーロッパ向けに輸出する際の特徴であり、 さ に、「大いなる」広州への通行税の特徴であったところの注意深い品質管理、異なる種の分類、密閉した梱包は不可能となった。従って、オランダの茶はヨーロッパ 市場ではあまりよい成果をあげなかった。 当局は中国に船を送る用意はなか た。彼らはバタヴィアのジャンク船貿易を弱めたくなかった。というのも、それが中国への胡椒
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の輸入を含む中国との貿易関係を作っていたからである。新しく設立されたオーストエンデ会社〈
O
ostendse Com
-
pagnie 〉もまた刺激となっており、このため、一七二八年
以降広州への航海は再び ランダから直接行われた。この方法で、会社はよりよい品質の茶を入手し、それをより早くヨーロッパ市場にもたらし、そして、おそ く、バタヴィア当局とのトラブルや妨害を回避したいと望んだ。しかし、六年もたたないうちに直接貿易のシ テムは止められ、一六九〇年以前に使われたバタヴィアから中国へのオランダの航海システムが再開された。十七人会はこの方法でヨーロッパからの長い航海の際 熟練商人の高い給料による大きな支出を節約し、胡椒や他の熱帯の産物を販売することによってカントン貿易〈
K
anton-handel 〉に投資さ
れた銀貨の総額を減らすことを望んだ。バタヴィア当局はこの時期には前の数年と比べて、これら 航海を行うことにより積極的だった。しかし、 の方向転換 理由 全くはっきりしない。　
広州での貿易におけるオランダ船の積載量の増加と、
直接にバタヴィアと中国を航海した時代（ 七三四～一七五四年）のオランダに 茶の輸出 増加は、イギリスやフランスの競争相手のそれ りも、また、全ヨーロッパ合計量の増大よりも、さらに急速に起こ
た
）11
（
。しかし、
ヨーロッパの市場でオランダの輸入製品はより粗悪であるとみなされ、広州オランダ商館の財政報告の詳しい調査ではいくつかの非常に注目すべき実態が明らかになった。胡椒は広州ではバタヴィアでジャンク船へ販売されるほどの利益をあげておらず、オランダ人は中国商人に前払いし、その取引を早く進め せるためにますます多くの銀を費やさなければならなかった。バタヴィアの堕落した雰囲気の中にいる人々の改善は全く期待できず―そのことについて十七人会の書簡は苦々し 語っている だが―一七五六年にオランダから広州への直接の航海が再開された。七年戦争の間、中国で オランダの航海は、他の中立国のそれと同じように一定しなかった。一七六三年 ら一七七七年までの平和的な拡大をみた新たな時代にはオランダの貿易は再び発展を始めたが、戦前の水準と比較すると、フランス人やイギリス人 貿易ほど急速では かった。アメリカ独立戦争のため中断した後、貿易は一七七〇～一七七七年水準を少し下回っていたが 他方、イギリス人 貿易 非常に急速に増大した。東インド会社の最終的な解散とフランスの戦争がオランダの対中国 にとってとどめ一撃となったが、イギリス人は一七八五～一七九 年と一八二八～一八三三年に茶の輸出 倍増した。　
前述の大部分と一七五六年以降のほとんどすべてのデー
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タは非オランダ語の文献に基づいている。すなわち、広州オランダ商館の原本の日記はハーグの国立公文書館 〈
Alge-
m
een Rijksarchief 〉に保存されているが、滅多に参照さ
れない。それゆえ、私たちはオランダの貿易とオランダ商館の内部の事柄についてほとんど知らない。しかし、私たちはその周辺、取り巻く人々、彼らが従った中国システムについて非常に多くを知っている。　
一七世紀に中国・オランダ関係の妨げとなり、一九世紀に
はさら 中国・ヨーロッパ関係の妨げとなるであろう両者の衝突は、このシステムによって弱められ 。貿易の目覚ましい発達によって、両者 とって 商業および財政面の利益が主要な関心となり、また、中国とヨーロッパ政府間には、両者を引き離し、交渉や課税に して たちに一任していた制度が緩衝装置として存在したからである。　
一八世紀初め以来、広州との貿易 おいて、オランダ人
とその競争者たちは、保証人〈
fiador 〉 、すなわち、治安員
と仕事をするよう強いられた。治安員は 彼らの善行や船にかけられた税金の支払いに関して責任を有する役人だた。この商人は、行〈
hongs 〉と呼ばれる重要な会社の限
られた代表グループに所属しており、それはヨーロッパ人に対する茶や陶磁器の独占的販売権を持っていた。このシステムがも らす様々な苛立ちにもかかわらず、オランダ
人およびヨーロッパ人の競争者たちが貿易を行った唯一の場所は広州であった。イギリス人は広州での制限的措置に我慢ができず、時折、さらに北方の厦門か寧波〈
N
in
gpo 〉
で貿易しようとした。 る特定の外国人グループとの貿易を一つの港に限定する傾向が常 あった清当局は、一七五五～一七五七年に、ヨーロッパ人には広州においてのみ貿易することを許可する旨を最終的 決定した。同時に、治安員システム〈
veiligheidsagentensysteem
〉がよ
り拡大化、厳格化され、新しい法令が公布 れた。イギリスがこの問題および他の様々な困難 ついて宮廷に抗議するため、通訳 ジェームス・フリント〈
Jam
es Flint 〉を
北京に最も近い港に派遣したところ、清当局は彼を広州で三年間の自宅監禁とし 広州での貿易につ てはさらに厳しい措置を公布した。一七五五年と一七六〇年の規則によって、公行商人たちはさらに全面的に 支配 ことになったが、同時に、彼らは保証人になったり 倉庫や住宅を賃貸していた外国人に対し より大きな責任 負うようになった。一七六〇年、彼ら 共同の資本をもって、外国人とのあらゆる貿易を管理する団体である一つ 公行〈Co-hong 〉に統合された。しかし、ヨーロッパ人が一人の
有力な公行商人に、賄賂として分配させるため大金を与えた後、一七七一年にこの組織は解散し 。公行商人たちは、
－  248  －－  249  －
ジョン・Ｅ・ウィルス
jr.　著
　
一七世紀および一八世紀の中国・台湾・バタヴィアにおける東インド会社と中国人（蘭ゼミ）
今や外国人から金を借りることを禁じられた。しかし、それにもかかわらず、なお彼らはそれをし続け、多額の負債と公行会社の倒産は七〇年代にいっそう多く、より深刻な諸問題を引き起こした。　
ヨーロッパ人は城壁で囲まれた都市、広州の町中に入る
ことは禁じら ており、彼 の居住地および倉庫の敷地から他所へ行く機会はかなり厳しく制限されて た。川の数マイル下流の黄埔〈
W
ham
poa 〉に停泊していた船と水夫
たちは厳しく監視された。ヨーロッパ人は貿易のシーズン中だけ広州地域にとどまることを許され、冬にはマカオで過ごさなければならなかった。し し、 の「貿易版ラザロの館」 〈
handelslazarushuis 〉での生活もまたよい側面
を持っていた。公行商人との結びつき 時には固く、友好的であった。外国人たちはアンシャン・レジーム 個性素晴らしい集まりを形成していた。ある者 ちは愚 であり、他の者たちは非常に風変わりで、また他のある者たちはきわめて聡明で博学であった。食べ物も飲み物も制限受けることはなく、素晴らしい磁器のコレク ョ で食事をし、その後に階段からすべて 投げつけても誰も気にしなかった。黄埔にいる各船は、見事な楽団を持ち、毎日、日の出、日の入りの際に演奏した。その時に水上の至る所から聞こえてくる音楽は 効果をも ら
た
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最後の使節団　
私たちは歴史のまだ浅い東インド会社が、明時代の宦官派
と反宦官派 政争の進展に巻き込まれた時に私たちの物語を始めた。私たちは、フィラデルフィア近郊の別荘にいるアンドレアス・エヴァラルドゥス・ファン・ブラーム・フックヘースト〈
Andreas Everardus van Braam
 H
ouckgeest 〉と
ともにこれを終える。彼はオランダ使節団が、中国の最後の偉大な皇帝に対して敬意を表したことについての報告をジョージ・ワシントン〈
G
eorge W
ashington
〉に献呈した。
この時、皇帝は六〇年続いた彼の統治の最後の時、腐敗と蜂起が清の体制を揺るがせ始め 時期にあって、それは、まさに東インド会社の存在の終焉の であっ
た
）11
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。
　
イギリスはマカートニー卿〈
Lord M
acartney 〉率いる
印象深い使節団を派遣し、それは一七九三年に北京へ到着した。しかし、使節団は広州に関するイギリスの苦情に対処してもらうことはできなかった。だが、 広州の清当局使節団が北京にもたらした彼らに対する苦情 つ 憂慮していたようである。そのため、当局は苦情のより少ない、より友好的な使節団を派遣してくれるそ 他の外国人グループを見つけることを望んだようである。中国で東インド会社のために八年間過ごし、 その後アメリカに移住し、次いで広州の居留地の長として再び東インド会社に帰って
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来た落ち着きのない野心家のファン・ブラームは、彼らの企てのためには申し分のない標的であった。彼らは彼に、ポルトガル人とイギリス人は皇帝 在位六〇年記念式典祝賀の使節団を送る予定であると伝え、オランダ人もよもやこの重要な出来事の部外者で た とは思わないだろうと述べた。ファン・ブラームはこのこ を即座にバタヴィアに報告して使節団を派遣することを執拗に迫り、 その際、バタヴィアが特別な を派遣しようと思って ないなら彼自身が行くことを提案した。当時、東インド会社は、財政的、組織的に力を失いつつあっ にもかかわらず、総弁務官〈
de com
m
issarissen-generaal 〉は彼の言い分は非
常に説得力があると考えた。彼らは、卓越した博学な日本の前商館長、そしてベンガル〈
B
en
galen
〉の前知事であっ
たイサーク・ティツィング〈
Isaac Titsingh
〉を使節とし
て派遣した。ファン・ブラームは副使として彼 支援しなければならなかった。　
一七九四年九月に広州に到着した後、ティツィングは、
ファン・ブラームの強引な推奨は主として彼自身 野心と騙されやすさによって され ことに気が付いた。他のヨーロッパの国はどこも使節団を送っておらず、ま 、送るだろうという可能性もきわめて少なかった。さら 、広州当局はティツィ グ 、北京では要請を行ったり、苦情
を述べることなく皇帝に祝意を表するだけにとどめるようにと無理やり約束させ、使節団が彼ら自身のためになるように、また、全くオランダ人の利益にはならないよう仕向けた。ティツィングは、約束しなければ使節団が全く行けなくなると恐れて それを約束した。　
皇帝在位六〇周年を祝う大規模な祝典が、中国の新年、
つまり一七九五年一月二一日前後に開催されることに った。もしオランダの使節がこの重要な催しに参加すれば、広州当局の評判を一層高めることになると予想された。ティツィングは広州総督〈
de gouverneur-generaal van 
K
anton
〉に、皇帝が自分の出席を求めるなら、これに協
力するであろうと述べた。彼は、あまりに遠い移動距離のため、これは不可能であろうと考えていた。しかし、皇帝がそれに同意したので、使節団は、寒く悲惨で、かつ骨の折れる四九日間の北京への旅に送り出された（馬による効率的な駅制でこのルートを踏破した使者 約三二日間かかった） 。到着後 使節団は、宮廷役人が彼らの受け入れの用意をほとんどしておらず、そのうえ、新年の準備であまりにも忙しいため出迎えてもらえない いう扱いを受けることとなった。だ 、これらの困難を除けば 使節団皇帝から多くの敬意を以て遇された。といってもその中には、皇帝の食事の食べ残しを供さ るなど 彼らにとって
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は馬鹿げた待遇もあった。彼らは様々な機会に、例えば、宮廷内での演劇上演といった場所において皇帝に会った。彼らに 、壮麗な北海〈
Pei-hai 〉や、宮廷の西に位置す
る庭園を訪れる特権が与えられた。彼らは、北京郊外にある夏の離 に二度も案内された。この宮殿 つ は、ファン・ブラームが熱狂的な称賛をも て描写して る。ある時、彼らは輝かしく派手 建築照明をともなう豪華な宴に行きあったが、それ 、彼ら 皇帝 見た最後の機会となった。皇帝の前で慣習である平伏礼を行うこ を拒否したマカートニー卿とは対照的に オランダ人は命じられたことによく従ったが、マカートニーよりも多くの目的を達成したわけではなかった。その後、ヨーロッパ人が朝貢使節として北京に受け入れられ ことは一切なくなった。一八五八年以降になると、大砲 い の脅しとともにヨーロッパやアメリカの外交官が訪 、清は国際関係に関するヨーロッパ側の意見を受け入れざるを得なくなった。そのため、イギリス人、フランス人、アメリカ人 ロシア人はそれ以前のオランダと中国 の関係についての報告ら多くを学ぶことも可能であっ が、それについてあまり関心を示さなかった。インドネシア 専心してい オランダ人も、同様であった。
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ランダ人、第一巻―中国における貿易と澎湖諸島の商館についての最初の関係
　
一六〇一～一六二四年〕
(D
en H
aag 
1898)
で刊行されている。
（
5）   C. R. Boxer, Fidalgos in the Far E
ast, 1550-1770  〔極
東のフィダルゴ
  一五五〇～一七七〇年〕
(O
xford 1968), 
Chapter 5.
（
6）  G
roeneveldt, op. cit., pp. 135-137. また、
Leonard Blussé, 
‘The D
utch O
ccupation of the Pescadores ( 1622-1624)’
〔オランダ人による澎湖諸島の占領
  一六二二～一六二四年〕
,  
Transactions of the International C
onference of O
riental-
ists in Japan
〔 『国際東方学者会議紀要』 〕
,  N
o. 18, 1973, 
pp. 28-44
も参照。
（
7）  G
. J. H
oogew
erff, ed. Journalen van de G
edenckw
aerdige 
R
eijsen van W
illem
 IJsbrantsz. B
ontekoe, 1618-1625 〔ウィ
レム・エイスブランツ［ゾーン］ ・ボンテクーによる重要な航海の日誌
  一六一八～一六二五年〕
,  W
erken Linschoten 
Vereeniging,54 (D
en H
aag 1952), p. 81, 85.
（
8）
W
. Ph. Coolhaas, ‘Een Indisch Verslag uit 1631, van de 
hand van Antonio van D
iem
en’ ［アントニオ・ファン・
ディーメンに
よる一六三一年のインド報告］
,  B
ijdragen en 
M
ededelingen van het H
istorisch G
enootschap te U
trecht
〔ユトレヒト歴史協会寄稿および報告〕
,  vol.65 (1947), pp. 
16-17, 74-92; Coolhaas, ‘Een lastig H
eerschap tegenover 
een lastig Volk’ 〔
厄介な民衆に対する厄介な統治」 〕
,  B
i-
jdragen ... U
trecht , vol.69 (1955), pp. 17-44; François 
Valentijn, O
ud en N
iew
 O
ost-Indien
〔 『新旧東インド誌』 〕
(D
ordrecht en Am
sterdam
 1724-1726), Book 4, Chapter 
I,pp. 51-63; H
. T. Colenbrander en W
. Ph. Coolhaas, ed., 
Jan Pietersz. C
oen, B
escheiden O
m
trent zijn B
edrijf in 
Indië 〔 『クーン書簡集』 〕
(D
en H
aag 1919-1953), vol. V, 
pp. 284-286, vol. VII, Part 2, pp. 1233-1255, 1689-1758; W
. 
Ph. Coolhaas, ed., G
enerale M
issiven van G
ouverneurs-
G
eneraal en R
aden H
eren X
V
II der V
erenigde O
ostin-
dische C
om
pagnie 〔一般政務報告書〕
,  Rijks G
eschiedkun-
dige Publicatien
〔王国歴史史料大叢書〕
,  G
rote Serie, N
o. 
104, 112, 125, 134 (D
en H
aag 1960-1971), N
o.1, pp. 187-
190, 229-232, 252-256, 271-273, 414; C. R. Boxer, The 
C
hristian C
entury in Japan
〔ボクサー著、関本栄一編注
『ボクサー
　
宣教師の見た日本』 （開文社出版、 一九八六年） 〕
(Berkeley en Los Angels 1951), pp. 369-373.
（
9）  鄭芝龍については、
C. R. Boxer, ‘The rise and fall 
of N
icholas Iquan’ 〔ニコラス一官の興亡〕
,  T’ien-hsia 
M
onthly 〔 『天下』 〕
,  vol.XI, N
o.5 (april-m
ei 1939) pp. 401-
439; Iw
ao Seiichi, ‘Li Tan, Chief of the Chinese residents 
at H
irado, Japan in the last D
ays of the M
ing D
ynasty’
〔 「明末日本僑寓支那人甲必丹李旦考」 〕
,  M
em
oirs of the R
e-
search D
epartm
ent of the Toyo B
unko 〔 『東洋学報』 〕
,  vol. 
XVII (1958), pp. 27-83; Arthur W
. H
um
m
el, ed., E
m
inent 
C
hinese of the C
hi’ng period
〔清代における著名な中国人〕
 
(W
ashington 1943), vol. I, pp. 110-111
を参照。論考の残
りの部分は、 「台湾および中国史」会議
(Asilom
ar, Cali-
fornia 1972)
のために執筆された未公刊の
 John E. W
ills, 
jr.,‘The D
utch Period in Taiw
an H
istory: A Prelim
inary 
Survey’ 〔台湾史におけるオランダ統治時代―予備的研
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一七世紀および一八世紀の中国・台湾・バタヴィアにおける東インド会社と中国人（蘭ゼミ）
究〕
  に論拠が置かれる。この論文は、散在する中国語やス
ペイン語、ポルトガル語等の史料や、刊行されたオランダ語史料、特に
Colenbrander en Coolhaas, J. P. C
oen; 
Coolhaas, G
enerale M
issiven; D
agh-R
egister gehouden in 
‘t C
asteel B
atavia 〔村上直次郎訳注、中村孝志校注『バタ
ヴィア城日誌』 （東洋文庫、 平凡社、 一九七〇～一九七五年） 〕(Batavia 1887-1931); J. E. H
eeres en F. W
. Stapel, ed. 
C
orpus D
iplom
aticum
 N
eerlando-Indicum
〔オランダ―
東インド外交文書集〕
(D
en H
aag 1907-1955); N
. M
acleod, 
D
e O
ost-Indische C
om
pagnie als Zee-M
ogenheid in A
zië
〔アジアにおける海洋国家としての東インド会社〕
(Rijsw
ijk 
1927) に論拠が置かれる。
（
10）
W
illiam
 Cam
pbell, M
issionary Success in Form
osa
〔フォルモサにおける伝道の成功〕
(London 1889), vol. I, 
pp. 15-214; Cam
pbell, Form
osa under the D
utch
〔オラン
ダ統治下のフォルモサ〕
(London 1903), pp. 87-379; J. A. 
G
rothe, Archief voor de G
eschiedenis der O
ude H
olland-
sche Zending 〔旧オランダ宣教史史料集〕
(U
trecht 1884-
1891), vol.3 and 4; W
. A. G
insel, D
e G
ereform
eerde K
erk 
op Form
osa 〔フォルモサにおけるオランダ改革派教会〕
(Leiden 1931). 
（
11）
Coolhaas, G
enerale M
issiven , vol. I, p. 520.
（
12）
Edw
in J. van K
ley,‘N
ew
s from
 China: Seventeenth-
Century European notices of the M
anchu Conquest’ 〔中
国からの情報―満州族の占領に関する一七世紀ヨーロッパ人の認識〕
,  Journal of M
odern H
istory 〔近代史雑誌〕
,  vol. 
45, N
o.4 (decem
ber 1973), pp. 561-582.
（
13）
W
ills, Pepper , pp. 15-17.
（
14）これについて興味をひく例は、
O
. D
apper, G
edenkw
aer-
dig B
edryf der N
ederlandsche O
ost-Indische M
aetschap-
pye op de K
uste en in het K
eizerrijk van Taising of Sina 
〔大清もしくはシナ沿岸と帝国内におけるオランダ東インド会社の重要な活動〕
(Am
sterdam
 1670), pp. 42-51
にある。
（
15）
Coolhaas, G
enerale M
issiven , vol. II, pp. 42-51.
（
16）
Coolhaas, G
enerale M
issiven , vol. II, pp. 609-612; D
ap-
per, pp. 38-41.
（
17）
Johan N
ieuhof, H
et G
ezantschap der N
eerlandtsche 
O
ost-Indische C
om
pagnie aan den G
rooten Tartarischen 
C
ham
, D
en Tegenw
oordigen K
eizer van C
hina 〔偉大なる
タタール人のハーンすなわち現在の中国皇帝に対するオランダ東インド会社使節団〕
(Am
sterdam
 1665).
（
18）
W
ills, Pepper , Chapter.1, note 48.
（
19）
C. R Boxer, ‘The Siege of Fort Zeelandia and the Cap-
ture of Form
osa from
 the D
utch’ 〔ゼーランディア城包囲
とオランダ人からのフォルモサ奪取〕
,  Transactions of the 
Japan Society of London
〔ロンドン日本協会紀要〕
,  vol.24 
(1927), pp. 15-48: ‘t Verw
aerloosde Form
osa 〔 「閑却され
たるフォルモサ」 （フーンスほか著、生田滋訳『オランダ東インド会社と東南アジア』 、大航海時代叢書、第二期一一） 〕(Am
sterdam
 1675): D
agh-R
egister , 1661, 
特に
pp. 484-
520.
（
20）私は、このエピソードを別の論文の中で詳細に論じたい。最も重要な史料は、オランダ国立公文書館（
Algem
een 
Rijksarchief 〔現：
VO
C N
ationaal Archief 〕 ）にある
K
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loniaal Archief 〔植民省文書〕
,  1148 〔現：東
  1100bis 〕
: 
982-1047,  1291-1362
と
1155 〔現
:  VO
C 1264 〕
: f172-
191
である。また、
D
agh-R
egister , 1668, pp. 117-118, 
211-212
も参照。
（
21）この部分は、
W
ills, Pepper , Chapter. 2-4
を論拠として
いる。これについてより簡潔な報告には、
John E.W
ills jr, 
‘Ch’ing Relations w
ith the D
utch, 1662-1690’ 〔清とオラ
ンダとの関係
  一六六二～一六九〇年〕
,  John. K
. Fairbank, 
ed. The C
hinese W
orld O
rder 〔中国人の世界秩序〕
,  H
ar-
vard East Asian Series, N
o.32 (Cam
bridge M
ass. 1968), 
pp. 225-256, 368-380
がある。一六六二～一六六七年につ
いて最も重要な史料の多くは、
D
apper
の著作にある。
（
22）
D
apper, p. 347.
（
23）
D
apper, p. 349.
（
24）
J. Vixsboxse, E
en H
ollandsch G
ezantschap naar C
hina 
in de Zeventiende E
euw
, 1685-1687 〔一七世紀中国への
オランダ使節団
  一六八五～一六八七年〕
,  Sinica Leidensa, 
vol.5 (Leiden 1946).
（
25）  この部分は、
Johannes T. Verm
eulen, D
e C
hinezen te 
B
atavia en de Troebelen van 1740  〔バタヴィアの中国人と
一七四〇年の騒乱〕
(Leiden 1938)
や、
B. H
oetink
による
B
ijdragen tot de Taal-, Land-, V
olkenkunde van N
eder-
landsch Indië 〔オランダ領東インド言語学、地学、民族学
紀要〕
,  vol.73 (1917), pp. 344-415; vol.74 (1918), pp. 447-
518; vol.78 (1922), pp. 1-136; vol.79 (1923), pp. 1-44
所収
の四本の論文を論拠としている。砂糖生産と茶貿易に関しては、
K
. G
lam
ann, D
utch-Asiatic Trade, 1620-1740 〔オ
ランダ・アジア貿易
  一六二〇～一七四〇年〕
(D
en H
aag 
and  K
openhagen 1958)
も参照。
（
26）広州での貿易に関する最も優れた研究は、
Louis D
erm
i-
gny, La C
hine et l’O
ccident: Le C
om
m
erce à C
anton au 
XVIIIe Siècle  〔中国と東洋―一八世紀広州における商業〕
(Parijs 1964)
と
H
. B. M
orse, C
hronicles of the E
ast India 
C
om
pany Trading to C
hina 〔東インド会社の中国貿易編
年誌〕
(O
xford 1926-1929)
である。オランダ語史料を利
用した最も優れた研究は、
J. de H
ullu, ‘O
ver den Chine-
schen H
andel der O
ost-Indische Com
pagnie in de Eerste 
D
ertig Jaar van de 18e eeuw
’ 〔一八世紀の初期三〇年間
における東インド会社の中国貿易について〕
,  B
ijdragen tot 
de Taal-, Land- en Volkenkunde van N
ederlandsch Indië, 
vol.73 (1917), pp. 32-151
と
J. de H
ullu, ‘D
e Instelling 
van de Com
m
issie voor den H
andel der O
ost-Indische 
Com
pagnie op China in 1756’ 〔一七五六年中国における
東インド会社貿易委員会の設立
,  B
ijdragen  vol.79 (1923), 
pp. 523-545, M
em
orieboek van pakhuism
eesteren van de 
thee te Am
sterdam
 van 1818-1918 〔一八一八～一九一八
年におけるアムステルダムの茶倉庫係報告書〕
(Am
sterdam
 
1918)
である。
（
27）
D
erm
igny, vol. 2, pp. 521-532.
（
28）
Peter Q
uennell ed. The Prodigal R
ake: M
em
oirs of W
il-
liam
 H
ickey 〔放蕩者―ウイリアム・ヒッキー伝〕
(N
ew
 
York 1962), p. 133.
（
29）  卓越した著作である
J. J. L. D
uyvendak, ‘The Last 
D
utch Em
bassy to the Chinese Court (1794-1795)’  〔中国
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宮廷への最後のオランダ使節（一七九四～一七九五年） 〕および中国語補遺、
T’oung Pao 〔 『通報』 〕
,  vol.34 (1938), 
pp.1-137  および
 223-227
と
vol.35 (1940), pp. 329-353
を
参照。
参考文献　
本章の注で明らかなように、オランダと中国との接触に関す
る参考文献は、広範囲に散在している。オランダ統治下の台湾について十分な研究がないことは、非常に残念である。別の主題に関しては、 〔以下のものが〕特に勧められる。 W
. P. G
roeneveldt, D
e N
ederlanders in C
hina, E
erste D
eel: 
D
e E
erste B
em
oeiingen om
 den H
andel in C
hina en de Ves-
tiging in D
e Pescadores 1601-1624  (D
en H
aag 1898).
 John E. W
ills, jr., Pepper G
uns and Parleys: The D
utch E
ast 
India C
om
pany and C
hina, 1662-1681 , H
arvard East Asian 
Series N
o.75 (Cam
bridge, M
ass. 1974).
 J. V
ixsboxse, E
en H
ollandsch G
ezantschap naar C
hina 
in de Zeventiende E
euw
, 1685-1687,  Sinica Leidensa, vol.5 
(Leiden 1946).
 B. H
oetink
による
B
ijdragen tot de Taal-, Land-, Volken-
kunde van N
ederlandsch Indië
に所収された次の四本の論文。
‘So Bing K
ong, H
et eerste hoofd der Chineezen te Batavia 
(1619-1636) 〔蘇鳴崗―バタヴィアにおける最初の中国人
長（一六一九～一六三六年） 〕
,  vol.73 (1917), pp. 344-415; ’N
i 
H
oekong, K
apitein der Chineezen te Batavia in 1740’ 〔連福
光―一七四〇年バタヴィアの中国人カピテン〕
vol.74 (1918) 
pp. 447-518; ‘C
hineesche officieren te B
atavia onder de 
Com
pagnie’ 〔オランダ東インド会社統治下のバタヴィアにお
ける中国人官吏〕
  vol.78 (1922) pp. 1-136; ’So Bing K
ong, H
et 
eerste hoofd der Chineezen te Batavia (Eene nalezing) 〔蘇
鳴嵐―バタヴィアにおける最初の中国人長（拾遺集） 〕
pp. 
1-44.
 Johannes T. Verm
eulen, D
e C
hinezen te B
atavia en de Troe-
belen van 1740 〔バタヴィアの中国人と一七四〇年の騒乱〕
(Leiden 1938).
 J. J. L. D
uyvendak, ’The Last D
utch Em
bassy to the Chi-
nese Court (1794-1795)
および中国語補遺、
T’oung Pao 〔 『通
報』 〕
,  vol.34 (1938), pp. 1-137 および
 223-227, vol.35 (1940), 
pp. 329-353.
　
中国・オランダ関係と中国に関するオランダ人の見解の非常
に生き生きとしたイメージは、同時代の二つの記事に見られる。 Johan N
ieuhof, H
et G
ezantschap der N
eerlandtsche O
ost-
Indische C
om
pagnie aan den G
rooten Tartarischen C
ham
, 
D
en Tegenw
oordigen K
eizer van C
hina  (Am
sterdam
 1665).
O
. D
apper, G
edenkw
aerdig B
edryf der N
ederlandsche O
ost-
Indische M
aetschappye op de K
uste en in het K
eizerrijk van 
Taising of Sina  (Am
sterdam
 1670).
　
この時代の中国史と外国との関係についてのより完全な概
説は、次を参照。 John. K
. Fairbank and Edw
in O
. Reischauer, E
ast A
sia: 
The G
reat Tradition
〔東アジア―偉大なる伝統〕
(Boston 
1960), Chapter8
および
 9.
 John. K
. Fairbank, Edw
in O
. Reischauer and Albert M
. 
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Craig, E
ast Asia: The M
odern Transform
ation
〔東アジア―
近代における変化〕
(Boston 1965), Chapter 1.
 John. K
. Fairbank, ed. The C
hinese W
orld O
rder , H
arvard 
East Asian Series, N
o.32 (Cam
bridge, M
ass. 1968).
訳注（ⅰ）当時の教育機関としては、国費で運営された「国子監」 、
府州県におかれた「府州県学」 、地方郷村の子弟を教育するために設立された
｢ 社学
｣
があった。
（ⅱ）日本では一般的に東南アジアと呼びならわしているが、
原文が
Z
u
idoostaziatisch
e h
aven
s
につき、直訳した。
（ⅲ）ＶＯＣは正式には「連合東インド会社」であるが、ここ
では一般に定着している
｢ 東インド会社
｣
の呼称に統一する。
（ⅳ）ペスカドレス諸島。
Pescador  はポルトガル語で漁民を意
味する。ペスカドレスはその複数形であり、現在の澎湖諸島に相当する。訳 中においても、現在一般に用いられている
｢ 澎湖諸島
｣
という呼称に統一する。
（ⅴ）カントン。現在の広東省広州市のオランダ語読みである。
訳文中においては「広州」 統一する。
（ⅵ）正確には東南アジア方面への日本人の渡航が禁止された
のみであり、すべての日本の海上貿易が禁止されたわけではない。
（ⅶ） 「鄭芝龍とその子孫は、八〇年代 初めま 台湾海峡にお
けるオランダ人の最も重要な貿易相手であり、後に最も重要な敵対勢力となった。 」とする本文 記述は、やや曖昧である。確かに、一六五〇年代の半ばまでは、鄭氏、特 鄭芝龍とその息子の鄭成功は台湾海峡 おけるオランダ人
とって最も重要な貿易相手だった。しかし、鄭成功が、当時中国大陸を制圧しつつあった清朝に対する抵抗運動を組織し、それが激化するにつれて鄭氏とオランダとの関係も変化していく。そして一六六一年一二月に台湾におけるオランダの根拠地ゼーランディア城が鄭氏によって攻撃されたことにより 鄭氏とオランダとの関係は敵対関係へと決定的に変化するのである。
（ⅷ）ヤハトは現在のヨットの語源だが、東インド会社では三
本マストの快速船をヤハトと呼んだ。当時東インド会社が使用していた船種は他に重武装のスヒップ
(
英語のシップ、
三本マストの大型
)
と貨物輸送に特化した軽武装のフ
ルートがあった。
　
（ⅸ）ここでは現在の台南の外港である安平を指す。
Tayow
an
（タイオワン）と呼ばれる先住民の集落があり、
｢ 台湾
｣
と
いう島名の由来とな 一六二四年、東インド会社は中国貿易の根拠地をタイオワンに移すことに決定し、同地で商館と城（一六二七年にゼーランディア城と改称）の築造を開始した。原文ではタイオワンを指す場合も台湾島を指す場合も
T
aiw
an
  と表記されているが、 訳文では前者を「タ
イオワン
｣ 、後者を
｢ 台湾
｣
に統一する。なお、タイオワン
の位置については付図２を参照。
付図　
付図１ 「中国地図 （福州・北京間の使節団ルート） 」 は、 原文 「最
初の時期」の章に収録されていた図である。原文には付図１に記載されていない地名も頻出するため、付図２「東インド会社関係地図」を併せて掲載する。参照されたい。
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付図 1 中国地図（福州・北京間の使節団のルート） 
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【解題】　
本稿にて翻訳した
John E. W
ills jr., D
e VO
C en de Chine-
zen in Taiw
an, China en Batavia in de 17de en 18de eeuw
〔ジョン・Ｅ・ウィルス
jr.「一七世紀および一八世紀の中国・
台湾・バタヴィアにおける東インド会社と中国人」 〕が収録された、
M
. A. P. M
eilink-Roelofsz
編による
D
E
 VO
C
 IN
 AZIË
 
〔アジアにおける東インド会社〕について簡単に紹介する。　
一九七六年にオランダで出版された本書は、東インド会社
研究の大家として著名であった
M
eilink-Roelofsz
を編者とし、
五人の研究者が現地の史料を使用し、東インド会社を中心としたオランダ人のアジアで 活動やその背景に焦点を当てたものである。　
日本では、オランダはヨーロッパの国々の中で唯一江戸時代
のほぼ全てを通じて日本との貿易を行ってき 国として有名である。しかし、 オランダ国内におけるアジ の研究といえば、オランダが長期間支配し いたインドネシアに関するものがほとんどであり、東インド会社 シア以外で 活動に着目したものは少な った 本書ではインドに関する論文が三本と、セイロ 島、マレー半島、中国、そし 日本 論文が一本ずつ収められ、それぞれこれま 注目されてこなかった東インド会社のインドネシア以外で 活動を記 いる。　
本書は以下のような構成になっている。Prof.dr.M
. A. P. M
eilink-Roelofsz, Inleiding 〔序文〕
  Prof. dr. S. Arasaratnam
, D
e VO
C in Ceylon en Corom
an-
del in de 17de en 18de eeuw
〔一七世紀および一八世紀のセイ
ロンとコロマンデルにおける東インド会社〕
   Prof. dr. A. D
as G
upta, D
e VO
C en Suratte in de 17de en 
18de eeuw
〔一七世紀および一八世紀の東インド会社とスーラ
ト〕   D
rs. H
. K
. s’Jacob, D
e VO
C en de M
alabarkust in de 17de 
eeuw
〔一七世紀の東インド会社とマラバール海岸〕
  Prof. dr. A. D
as G
upta, D
e VO
C en de M
alabarkust in de 
18de eeuw
〔一八世紀の東インド会社とマラバール海岸〕
   D
r. L. Y. Andaya, D
e VO
C en de M
aleise w
ereld in de 17de 
en 18de eeuw
〔一七世紀および一八世紀の東インド会社とマ
レーの社会〕   Prof. dr. John E. W
ills jr., D
e VO
C en de Chinezen in Tai-
w
an, China en Batavia in de 17de 18de eeuw
〔一七世紀およ
び一八世紀の中国・台湾・バタヴィアにおける東インド会社と中国人〕   Prof. dr. M
. K
anai, N
ederland en Japan 1602-1860 〔日本と
オランダ、 六〇二～一八六〇年〕　
以下では
John E. W
illis Jr. 以外の著者による各論文につい
て紹介する。Inleiding, Prof. dr. M
. A. P. M
eilink-Roelofsz
   本書の編者でもある
M
eilink-Roelofsz
は一六世紀から一九世
紀前半にかけてのアジア人とヨーロッパの関係を主な研究分野としていた。編者はもとも ハ グにあるオランダ国立公文書館に務めており、そこで東インド会社に関す 史料 担当し、アジアからの視点に着目してアジアへのオランダの進出に関する研究を進 た。東インド会社の記録に関する長期間の研究により、同氏は誰よ も東インド会社の歴史 精通するようになる。さらに、ヨーロッパ人の世界進出に関する史料
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の詳細な研究の結果、同氏は東西インド会社研究の大家となった。この序文において、同氏はオランダではインドネシアの植民地史・経済史・農業史を除いて さほど研究されていなかったことを指摘し、海外 研究者が東インド会社の現地商館について調べることが多いと述べ いる。D
e VO
C in Ceylon en Corom
andel in de 17de en 18de eeuw
　
本論を担当した
Arasaratnam
は
M
eilink-Roelofsz
が言及す
る海外の研究者の好例であろう。セイロン島出身の研究者である同氏は、オランダ国立公文書館の史料をもとに研究を進めた。 の代表的な著作
D
utch Pow
er in C
eylon,1658-1687
はセイロン島におけるオランダ人 活動に関する で、貴重な成果を挙げた。本論においては、オランダ 東方進出においてセイロン島が商業的、戦略的に重要な拠点であったとし同島とインドのコロマンデル海岸におけ 人の活動とその価値について述べている。D
e VO
C en Suratte in de 17de en 18de eeuw
　
著者
D
as G
upta
は本書において、スーラトとマラバール
に関する二本の論文を執筆してい 。同氏はインド西岸に位置するマラバールを主 して研究しており、主著
M
alabar in 
Asian Trade 1740-1800
は東インド会社が斜陽となった時期
のマラバールにおける活動に焦点を当てたものである。本論おいてはマラバールの北に位置し、ムガル帝国 貿易港とし栄えたスー ト おける東インド会社の活動を扱っD
e VO
C en de M
alabarkust in de 17de eeuw
　
著者
H
. K
. s’Jacob
はオランダ人で、マラバールに関する研
究者である。同氏は著書
D
e N
ederlanders in K
erala, 1663-
1701
においてマラバール海岸地域の住民たちの経済的・社会
的背景について論じている。本論においても同じく一七世紀の東インド会社とマラバールの関係に着目し、マラバールの支配者たちの争いの中で、漁夫の利を得た東インド会社の様子を記している。D
e VO
C en de M
alabarkust in de 18de eeuw
　
本論は前述の
D
as G
upta
が東インド会社とマラバールの関
係について記したものである。一八世紀の東インド会社は斜陽になりつつあり、本論ではマラバールでのイギリス人との競争や現地社会への権力の移譲などについて述べている。D
e VO
C en de M
aleise w
ereld in de 17de en 18de eeuw
　
L.Y.Andaya
は東インド会社と同盟関係にあったジョホール
王国に関する詳細 研究で る
The kingdom
 of Johor, 1641-
1728
の著者でもある。マレー半島を中心とした地域の東イン
ド会社の活動は戦後のオランダ はあまり関心を向けられいなかった。しかし、マラッカに商館を構えていた東インド会社にとって、 この地は貿易上重要な寄港地であった。本論では、現地の海賊や戦争などに悩まされつつも秩序と平和を守ろうと苦慮する東インド会社の様子が描かれて る。N
ederland en Japan 1602-1860
　
本論は日本における対外関係史、なかでも日蘭交流史を専門
とする金井圓によって書かれた。同氏は東京大学史料編纂所の
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海外史料部（現、特殊史料部門）に所属し、英蘭東インド会社の日本関係海外史料 （欧米） の調査、 翻訳を行い、 主著として 『日蘭交渉史の研究』 （思文閣出版、一九八六年）がある。本論でも東インド会社の設立から出島オランダ商館の閉館までを貿易と文化 流の両面から取り扱っており、日本における研究をオランダへ紹介するものとなっている。
（文責：岩井優典）
【翻訳の経緯】　
本誌で紹介したのはオランダ語中級ゼミにて翻訳した文献
の一つである。同ゼミではこれまで、
Fem
m
e S. G
aastra, D
e 
geschiedenis van de VO
C
, w
alburg Pers, Zutphen. 〔東イン
ド会社 歴史〕など、主にオランダ東インド会社およびバタヴィア（現、ジャカルタ）政庁時代 オランダ領東インドの歴史にかかわる研究書や論文を翻訳してきた（翻訳した文献の詳細は、本号の「史苑の窓」 参照） 。その一貫として、東インド会社の東 ジアにおける活動についてより深く知るべく二〇一〇年一〇月から二〇一二年一一月 かけて取り組んだのが、ここに掲載したジョン・Ｅ・ウィルス
jr.「一七世紀およ
び一八世紀の中国・台湾・バタヴィアにおける東イ ド会社と中国人」である。　
翻訳作業は各回のゼミで一人一～三段落ほどの訳を分担し、
参加者全員で訳文を検討するという形で進められた 原文では、前掲
D
e geschiedenis van de VO
C
では詳しく触れられて
いなかった、東インド会社と東アジアの他 勢力との関係が具体的に著述されており、彼らに対するオランダ人の認識 ついて示唆を与えられることが多かった 一方で、中国史・東南
アジア史の研究成果に鑑みて、解説を付した方が望ましいと思われる箇所も散見された。そのため、可能な限り原文を生かした訳文となるよう留意しつつ、必要に応じて訳注を付 、付図を掲載した。　
なお、翻訳を分担したのは次の一〇名である（所属はゼミ
参加時） 。岩井優典・遠藤正之・久礼克季（立教大学大学院生）鈴木昇司（立教大学大学院キリスト教学研究科助手） 、北村淳也（一橋大学大学院生） 、戸森麻衣子（日本学術振興会特別研究員（ＰＤ） ） 、福田舞子（鶴見大学大学院生） 矢田純子（お茶の水女子大学 院生） 、吉村雅美（日本 術振興会特別研究員（ＰＤ） ） 、渡辺真由美（日蘭学会会員） 。　
本訳文が幅広い分野において活用されることを期待したい。
